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雇用保険法が変わります！
　1　雇用保険の受給資格要件が変わります
○これまでの週所定労働時間による被保険者区分（短時間労働者以外の一般被保険者／短時間被

保険者）をなくし、雇用保険の基本手当の受給資格要件を一本化します。

○原則として、平成19年10月1日以降に離職された方が対象となります。

　【旧】

　【新】

・短時間労働者以外の一般被保険者⇒6月（各月14日以上）

・短時間労働被保険者（週所定労働時間20～30時間）⇒12月（各月11日以上）

（注）詳しい条件等は、都道府県労働局職業安定部又はお近くの公共職業安定所（ハローワーク）にお問合せください。

☆詳しくは、都道府県労働局職業安定部又はお近くの公共職業安定所（ハローワーク）にお尋ねください。

被保険者期間3年以上 20％（上限10万円）

（初回に限り、被保険者期間1年以上で受給可能）

【旧】　　休業期間中　　30％　　　＋　　　職場復帰後6か月　　10％

【新】　　休業期間中　　30％　　　＋　　　職場復帰後6か月　　20％

※育児休業給付の支給を受けた期間は、基本手当の算定基礎期間から除外されます
　（平成19年10月1日以降に育児休業を開始された方に適用）。

被保険者期間3年以上5年未満 20％（上限10万円）

被保険者期間5年以上 40％（上限20万円）
【旧】

【新】

　3　教育訓練給付の要件・内容が変わります
○本来は「3年以上」の被保険者期間が必要である受給要件を、当分の間、初回に限り「1年以上」に緩

和します。

○また、これまで被保険者期間によって異なっていた給付率及び上限額を一本化します。

○いずれの措置も、平成19年10月1日以降に指定講座の受講を開始された方が対象となります。

　2　育児休業給付の給付率が50％に上がります
○給付率を休業前賃金の40％から50％に引き上げます。

○平成19年4月1日以降に職場復帰された方から平成22年3月31日までに育児休業を開始された方

までが対象となります。

※倒産・解雇等により離職された方（注）は、6月（各月11日以上）が必要。

雇用保険の基本手当を受給するためには、週所定労働時間の長短にかか

わらず、原則、12月（各月11日以上）の被保険者期間が必要。
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筑北村の人口
（外国人含む）8月31日現在

総人口

男

女

戸　数 2,038 戸

3,008 人

2,825 人

5,833 人
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問1.　あなたの住まいは
 本城 坂北 坂井 村全体
 1,591 1,566 1,115 4,272
問2.　あなたの年齢・性別は
 地区名 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80歳以上
 本城 90 140 152 186 291 267 279 186
 坂北 102 160 165 172 273 261 280 153
 坂井 72 110 118 127 189 191 195 113
 計 264 410 435 485 753 719 754 452
 地区名 男 女 合計
 本城 737 854 1,591
 坂北 761 805 1,566
 坂井 523 592 1,115
 計 2,021 2,251 4,272
問3.　この1年以内に温泉施設を何回利用しましたか。
 と　く　ら 坂　北　荘
  0回 10回以下 20回未満 20回以上 0回 10回以下 20回未満 20回以上
  1,810 1,688 362 412 2,827 1,197 155 93
 
村全体

 42.4% 39.5% 8.5% 9.6% 66.2% 28.0% 3.6% 2.2%
 冠　着　荘 クアハウス坂井
  0回 10回以下 20回未満 20回以上 0回 10回以下 20回未満 20回以上
  3,011 917 146 198 3,742 290 48 192
  70.5% 21.5% 3.4% 4.6% 87.6% 6.8% 1.1% 4.5%
問4.　訪れた理由は何ですか。 （複数回答可）
  宿泊 風呂 食事 健康増進 会議 法事 その他
 村全体 380 2,391 1,617 327 497 1,060 372
 割合 5.7% 36.0% 24.3% 4.9% 7.5% 16.0% 5.6%
問5.　利用の際、旧村の施設を優先的に利用しようと考えますか。
  はい いいえ
 村全体 2,496 1,558
 割合 61.57% 38.43%
問6.　温泉施設は福利厚生施設の観点から繰入れを受けてでも経営していくべきだと思いますか。
  はい いいえ
 村全体 1,711 2,317
 割合 42.48% 57.52%
問7.　温泉施設は営利事業として運営すべきだと思いますか。
 地区 はい いいえ
 村全体 2,762 1,184
 割合 69.99% 30.01%
問8.　筑北村に3施設あることについて、どう思いますか。
 地区 ちょうどいい 多い 少ない
 村全体 2,154 1,891 35
 割合 52.79% 46.35% 0.86%

集計数　　　4,272/5,310
集計率　　　　80.45%

　中学生以上の全村民の皆様を対象にした、温泉施設に関するアンケート調査

にご協力いただきありがとうございました。

　集計の結果、下記のとおりとなりました。皆様からいただいたご意見を温泉施

設の今後のために活用させていただきます。

　なお、掲載している表は要約されたものです。細かい集計結果・いただいたご

意見につきましては、村ホームページか各総合支所村民課窓口にて閲覧ができ

ます。（コピーをご希望の場合は有料となります。）

温泉施設に関するアンケート調査結果温泉施設に関するアンケート調査結果
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年金を受給されている方で次の事柄に該当される場合は、手続きが必要になります。

　◇誕生月が来たとき

　社会保険庁では、住民基本台帳ネットワークを活用して、受給者の方々の現況確認を行うこ

ととしたことから、原則としてこれまで毎年必要であった「現況届」の提出は不要となりました。

ただし、次の場合は現況届またはその他の手続きが引き続き必要です。

１．住民基本台帳ネットワークを活用した現況確認が行えない方は「現況届」

２．加給年金を受けられている場合は「生計維持確認届」

３．障害の程度の確認のために「診断書」の提出が必要なとき

※提出が必要な届出は、社会保険業務センターから受給者の方々へ送付されますので、提出期

　限までに返送してください。

　◇住所や年金の受取場所を変えるとき

　年金は、希望した金融機関や郵便局で支払われます。住所や支払を受ける金融機関、郵便局

を変更するときは、すみやかに「年金受給権者住所・支払機関変更届」を最寄りの社会保険事務

所に提出してください。（変更届の用紙は役場住民課・各支所村民課にもあります。）

この届が提出されないと、年金の支払額をお支払する通知が届かなかったり、希望する銀行や

郵便局で年金が受けられないことがあります。

また、支払機関を銀行などの金融機関に変更する場合は、その金融機関で預金通帳の記号番号

について証明を受けてください。

　◇年金証書をなくしたとき

　「年金証書」を汚したり、紛失したときは、「年金証書再交付申請書」を最寄りの社会保険事務

所に提出して、「年金証書」の再交付を受けてください。

「年金証書」は年金を受ける権利のあることを証明するものです。各種の届出や年金相談のと

きに必要になりますので、大切に保管しておきましょう。

　◇氏名が変わったとき

　結婚や養子縁組などにより氏名が変わったときは、「年金受給権者氏名変更届」（氏名変更届）

を最寄りの社会保険事務所に提出してください。

　その際、「氏名変更届」の証明欄に市区町村長の証明を受けるか、または「氏名変更届」に戸籍

の抄本か住民票を添付し、必ず「年金証書」を添えて提出してください。

　なお、「氏名変更届」に住民票コードを記載したときには、市区町村長の証明は必要ありま

せん。

　以上の手続きについて、詳しくは、松本社会保険事務所（　32-5821）または役場住民課国民

年金担当までご連絡ください。

年金受給者の皆様へ諸手続きのお知らせ

●対象となる人は？

　・75歳（一定の障害がある人は65歳）以上の人は全員、後期高齢者医療制度の対象（被保険者）

　　となります。

●保険証は？

　・後期高齢者医療制度独自の新しい保険証が、1人1枚ずつ交付されます。

●受けられる給付は？

　・現行の老人保健制度で受けられる給付と同じです。

●保険料は？

　・健康組合の被扶養者だった人も含めて、対象者（被保険者）全員が納めます。

　　納付の方法は、原則として年金から天引きされます。

●医療費の窓口負担は？

　・一般の人は1割、高所得者の方は3割で、現行の老人保健制度と同じです。

●運営主体は？

　・都道府県の区域ごとにすべての市町村が加入する「後期高齢者広域連合」が運営します。

　　ただし、保険料の徴収や窓口業務などは、筑北村が行ないます。

　10月1日より国民健康保険被保険者証が更新されます。20年4月からの医療制度改正により、現行65

歳以上の国民健康保険退職者被保険者証にお入りの方は、4月1日より一般の被保険者に切り替わりま

す。該当される方は3月下旬に新しい保険証を再発送いたしますのでお願いします。

　なお、新しい保険証は9月末に郵送にて発送いたします。今お使いの保険証は回収いたしませんので、

新しい保険証が届きましたら破棄していただきますようお願いします。

◇問い合せ先　住民課　66-2111

平成20年4月から

高齢者の医療制度が新しく変わります
●平成20年4月1日から、75歳（一定の障がいがある人は65歳）以上の人は全員、「後期高齢者医療制度」と

いう新しい制度で医療を受けることになります。

●「後期高齢者医療制度」とは、75歳以上の人の心身の特性や生活の実態等を踏まえ、新しく創設された

医療制度です。

●これまでの老人保健制度と異なりますので、十分にご注意ください。

国民健康保険被保険者証が
更新されます。

後期高齢者医療制度
のポイント
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。
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員
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西
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駅
前
舗
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修
繕
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つ
い
て

２　

て
ん
ぷ
ら
廃
油
回
収
計
画
の
進
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況
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草
刈
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す

る
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政
の
支
援
体
制
に
つ
い
て

４　
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Ｒ
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Ｈ
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今
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日
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男　
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麻
績
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と
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併
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大
の
行

政
改
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着
荘
入
湯
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１　

集
落
応
援
職
員
の
設
置
に
つ
い

て

　

前　

山　

健　

治　

議
員

１　

地
籍
調
査
の
今
後
の
村
の
考
え

方
に
つ
い
て

２　

集
落
排
水
、合
併
浄
化
槽
の
宅
内

の
つ
な
ぎ
込
み
の
状
況
に
つ
い
て

　

山　
　
　

好　

弘　

議
員

１　

筑
北
村
地
域
防
災
計
画
に
つ
い

て
２　

村
有
施
設
の
耐
震
強
度
に
つ
い

て
３　

遊
具
施
設
の
修
理
と
安
全
対
策

に
つ
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て
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に
つ
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て

２　
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境
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政
に
つ
い
て

　

澤　
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員
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冠
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駅
、西
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駅
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る
。特
に
西
条
駅
広
場
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が
波
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っ
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お
り
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び
割
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も
多
く

あ
る
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輪
場
入
り
口
も
段
差
が
あ
り
、

お
年
寄
り
が
危
険
を
感
じ
て
い
る
。駅

利
用
者
か
ら
も
不
満
の
声
が
出
て
い
る
。

全
般
に
見
て
早
期
修
繕
が
必
要
と
思

わ
れ
る
。Ｊ
Ｒ
と
協
議
し
早
期
修
繕
を

望
む
。

村
長　

西
条
駅
前
の
舗
装
修
繕
に
つ

い
て
、Ｊ
Ｒ
か
ら
危
険
箇
所
が
あ
れ
ば

立
会
い
を
し
て
危
険
箇
所
の
舗
装
を

検
討
す
る
と
回
答
が
あ
っ
た
の
で
早

急
に
計
画
す
る
。

　
質
問　

昨
年
て
ん
ぷ
ら
廃
油
回
収
に

つ
い
て
提
案
し
た
。リ
サ
イ
ク
ル
事
業

と
し
て
調
査
研
究
し
進
め
て
い
く
と

答
弁
し
た
。山
ぼ
う
し
が
て
ん
ぷ
ら
廃

油
を
回
収
し
て
精
製
す
る
と
報
じ
ら

れ
た
。
山
ぼ
う
し
の
横
路
所
長
は
、
筑

北
村
に
も
ぜ
ひ
協
力
し
て
ほ
し
い
と

話
し
て
い
る
。筑
北
村
と
し
て
の
現
在

の
計
画
を
伺
い
た
い
。

村
長　

筑
北
村
各
地
区
の
ゴ
ミ
収
集

場
所
に
て
ん
ぷ
ら
廃
油
回
収
ボ
ッ
ク

ス
を
置
き
山
ぼ
う
し
と
契
約
し
て
住

民
の
協
力
を
頂
き
、月
一
回
収
集
す
る

計
画
に
な
っ
て
い
る
の
で
チ
ラ
シ
等

で
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
く
。

　
質
問　

草
刈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す

る
村
の
支
援
体
制
の
基
準
が
分
ら
な
い
。

山
間
部
の
村
道
の
管
理
は
、お
て
ん
ま
、

あ
る
い
は
個
人
が
長
い
距
離
の
草
刈

り
を
し
て
い
る
の
が
実
情
だ
。こ
う
し

た
草
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
し
て

行
政
と
し
て
、一
定
の
支
援
基
準
を
設

け
て
は
如
何
か
。そ
れ
に
よ
っ
て
住
民

て
ん
ぷ
ら
廃
油
の
回
収
計
画

草
刈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す
る

行
政
の
支
援
体
制

西
条
駅
前
舗
装
の
修
繕
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10
月
1
日
か
ら
の「
法
の
日
」週
間
に

無
料
で
法
律
・
人
権
・
調
停
及
び
公
証
に

つ
い
て
の
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

金
銭
・
土
地
・
交
通
事
故
等
の
問
題
、

離
婚
・
扶
養
・
相
続
等
家
庭
内
の
も
め
事
、

差
別
、い
じ
め
等
の
人
権
問
題
な
ど
で

お
困
り
の
方
は
、お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。（
秘
密
厳
守
）

○
主
催

　

裁
判
所
、検
察
庁
、弁
護
士
会

　

法
務
局
、公
証
役
場

　

調
停
委
員
協
会

○
日
時
及
び
場
所

　

平
成
19
年
10
月
4
日（
木
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

　

長
野
地
方
裁
判
所
松
本
支
部

○
問
い
合
せ
先

　
「
法
の
日
」週
間
実
施
委
員
会

　
（
裁
判
所　

3
2-

3
0
4
3
）

　

松
本
税
務
署
で
は
、平
成
19
年
9
月

18
日（
火
）か
ら
、従
来
各
階
に
あ
っ
た

業
務
窓
口
を
集
約
し
、庁
舎
1
階
の
事

務
室
で
、申
告
書
・
届
出
書
の
提
出
、各

種
申
請
・
手
続
、税
金
の
納
付
、納
税
証

明
の
発
行
や
各
税
の
相
談
を
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
の
で
、税
務
署
を
ご
利

用
の
際
に
は
、お
間
違
え
の
な
い
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

な
お
、今
後
と
も
納
税
者
の
皆
様
の

利
便
性
の
向
上
や
事
務
処
理
の
効
率

化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、引
き

続
き
、税
務
行
政
へ
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

○
松
本
税
務
署　

3
2-

2
7
9
0

　

親
の
病
気
、離
婚
そ
の
他
い
ろ
い
ろ

な
事
情
に
よ
り
家
庭
で
生
活
で
き
な

い
子
ど
も
が
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
子

ど
も
た
ち
に
つ
い
て
、児
童
福
祉
法
に

基
づ
い
て
、里
親
と
な
る
こ
と
を
希
望

す
る
方
に
養
育
を
お
願
い
す
る
制
度

が
里
親
制
度
で
す
。

　

里
親
の
種
類
は
、
四
種
類
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
養
育
を
お
願
い
す
る
期
間
が

数
日
間
か
ら
数
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
養
育
費
に
は
、公
費
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し
て

い
る
子
ど
も
を
週
末
や
正
月
な
ど
に

受
け
入
れ
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
も

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
県
庁
こ
ど
も
・
家
庭
福

祉
課（　

0
2
6-

2
3
5-

7
0
9
9
）

ま
た
は
、松
本
児
童
相
談
所（　

9
1-

3
3
7
0
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

あ
な
た
を
必
要
と
し
て
い
る

子
ど
も
が
い
ま
す

〜
里
親
募
集
に

　
　
　
　

つ
い
て
〜

無
料
法
律
等
相
談
所
開
設

に
つ
い
て

裁
判
所
等
主
催

特
設
行
政
相
談
所
の

開
設
に
つ
い
て

松
本
税
務
署
の

窓
口
変
更
の
お
知
ら
せ

長
野
県
司
法
書
士
会
主
催

無
料
法
律
相
談
開
催
に
つ
い
て

　

特
設
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

国
や
県
、村
な
ど
が
行
っ
て
い
る
仕
事

に
関
す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望
を
行
政

相
談
委
員
が
お
聞
き
し
ま
す
の
で
、お

気
軽
に
お
出
か
け
下
さ
い
。

○
開
催
日
及
び
場
所

　

平
成
19
年
10
月
23
日（
火
）

　

9
時
〜
12
時

　

坂
北
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

第
1
会
議
室

○
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課（
66-

2
2
1
1
）

　

10
月
1
日
の「
法
の
日
」に
合
わ
せ
長

野
県
司
法
書
士
会
で
は
、司
法
書
士
無

料
法
律
相
談
を
実
施
し
ま
す
。お
気
軽

に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。秘
密
は
厳
守

い
た
し
ま
す
。

○
各
地
区
開
催
日
時
及
び
場
所

・
坂
井
地
区　

坂
井
公
民
館

　

平
成
19
年
10
月
1
日（
月
）

　

10
時
〜
12
時

・
本
城
地
区　

農
事
研
修
室

　

平
成
19
年
10
月
2
日（
火
）

　

14
時
〜
16
時

・
坂
北
地
区　

福
祉
セ
ン
タ
ー

　

平
成
19
年
10
月
10
日（
水
）

　

14
時
〜
16
時

相
談
内
容

・
不
動
産
の
登
記
、裁
判
所
へ
の
提
出

書
類
、サ
ラ
金
等
多
重
債
務
、相
続
、不

動
産
の
売
買
・
贈
与
等
、悪
徳
商
法
被
害
、

そ
の
他

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。受
付
期
間
は
、

平
成
19
年
9
月
20
日
〜
相
談
日
前
日
、

午
後
4
時
ま
で
で
す
。ご
予
約
は
各
支

所
村
民
課
か
総
務
課
ま
で
ど
う
ぞ
。
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集
落
応
援
職
員
の

設
置
に
つ
い
て

山
田
一
憲
議
員

だ
け
と
し
、場
所
的
に
も
ス
ペ
ー
ス
面

で
も
大
体
ク
リ
ア
ー
出
来
る
麻
績
と

い
う
も
の
で
し
ょ
う
。
勿
論
、
交
通
面

で
は
十
分
な
体
制
は
必
要
だ
が
、一
日

も
早
く
合
併
し
て
無
駄
を
省
き
予
算

を
効
率
的
に
使
い
村
民
福
祉
に
廻
す

こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。役
場
経
験
の

長
い
先
輩
も
問
題
は
種
々
あ
る
が
小

異
を
残
し
て
大
同
に
つ
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
、ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ

て
い
る
。
こ
の
点
、
も
し
村
長
が
こ
の

立
場
に
立
て
な
い
と
し
た
ら
い
つ
に
な
っ

た
ら
合
併
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
。

温
暖
化
防
止
対
策
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

（
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
）

質
問　

地
球
温
暖
化
が
加
速
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
に
よ
り
科
学
的
に
環
境
の

深
刻
な
事
態
が
報
告
さ
れ
、今
後
の
社

会
が
め
ざ
す
目
標
と
費
用
の
選
択
肢

が
示
さ
れ
て
い
る
。基
礎
的
自
治
体
と

し
て
ど
う
対
処
し
て
い
く
か
取
り
組

み
に
つ
い
て
尋
ね
た
い
。

　

最
初
に
温
暖
化
防
止
対
策
へ
の
組

織
体
制
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

村
長　

市
町
村
レ
ベ
ル
の
地
域
協
議

会
が
あ
り
、
実
施
計
画
を
策
定
、
公
表

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
本
村
で

は
未
策
定
で
あ
る
。県
か
ら
は
未
策
定

の
町
村
へ
の
取
り
組
み
依
頼
が
あ
り
、

筑
北
村
と
し
て
も「
地
球
温
暖
化
対
策

の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、

実
施
計
画
や
地
域
推
進
計
画
の
策
定
、

ま
た
活
動
推
進
員
の
選
任
を
早
急
に

実
施
し
て
、
啓
発
活
動
を
含
め
、
で
き

る
こ
と
か
ら
防
止
活
動
を
実
践
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。な
お
県
内

の
策
定
状
況
は
現
在
、
20
町
村
、
一
部

事
務
組
合
で
6
団
体
で
あ
り
、活
動
推

進
委
員
は
2
4
7
人
と
な
っ
て
い
る
。

質
問　

身
近
な
問
題
と
し
て
捕
え
難

い
と
感
じ
て
い
る
人
も
多
い
が
、

　

イ
、
公
用
車
へ
低
公
害
車
の
導
入

　

ロ
、
太
陽
光
発
電
装
置
の
推
奨

　

ハ
、
バ
イ
オ
マ
ス
戦
略
の
推
進

　

ニ
、
森
林
整
備

　

ホ
、
ゴ
ミ
減
量
の
推
進
に
つ
い
て
は
ど

う
か
。

村
長　

筑
北
村
に
は
70
台
の
公
用
車

が
あ
る
。
リ
ー
ス
契
約
者
を
除
き
、
村

で
所
有
し
て
い
る
車
は
53
台
あ
る
。い

か
に
環
境
に
優
し
い
も
の
に
変
え
て

い
く
か
、車
両
の
適
正
な
配
置
を
検
討

し
な
が
ら
、
車
両
の
入
替
を
行
う
が
、

低
公
害
車
の
導
入
を
今
後
用
途
に
応

じ
て
計
画
し
た
い
。

　

太
陽
光
発
電
装
置
の
奨
励
に
つ
い

て
の
補
助
金
制
度
設
置
の
計
画
は
今

の
と
こ
ろ
な
い
が
、今
後
県
下
各
市
町

村
の
動
向
を
見
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

県
下
で
は
21
自
治
体
、
13
市
3
町
5
村

が
支
援
対
応
を
し
て
い
る
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
に
つ
い
て
は
温
暖
化

対
策
と
環
境
型
社
会
の
形
成
に
向
け

環
境
負
荷
の
小
さ
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
を
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。特

に
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
に
つ
い
て
は
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
と
展
示
効
果
を
兼
ね
、公
共
施
設
の

ロ
ビ
ー
等
へ
の
導
入
設
置
を
考
え
て

い
き
た
い
。

　

森
林
整
備
の
関
係
は
、
国
・
県
の
補

助
事
業
で
実
施
し
た
資
源
に
つ
い
て

は
村
単
独
で
1
割
の
補
助
金
の
か
さ

上
げ
を
し
て
お
り
、全
体
の
事
業
量
の

約
7
割
の
補
助
に
な
る
。補
助
対
象
に

な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
村
独
自

の
対
策
を
検
討
し
た
い
。

　

家
庭
か
ら
の
生
ゴ
ミ
に
つ
い
て
は

可
燃
物
で
処
理
を
し
て
い
る
が
、ゴ
ミ

の
40
％
を
占
め
て
い
る
。村
で
は
生
ゴ

ミ
の
自
家
処
理
の
推
進
を
図
り
補
助

金
を
交
付
し
て
い
る
。本
村
の
ゴ
ミ
処

理
機
の
補
助
台
数
は
3
8
9
台
と
な
っ

て
い
る
。
購
入
額
の
2
分
の
1
、
限
度

額
は
5
万
円
で
あ
る
。

質
問　

温
暖
化
が
進
行
し
て
い
る
現
在
、

意
識
改
革
が
必
要
で
あ
り
、今
後
数
十

年
の
行
動
が
大
切
。筑
北
村
と
し
て
未

来
に
ど
ん
な
発
信
を
し
対
処
し
て
い

く
べ
き
と
考
え
る
か
。

村
長　

村
と
し
て
実
効
性
の
あ
る
、身

近
な
家
庭
で
も
で
き
る
取
り
組
み
を

促
進
し
て
い
き
た
い
。実
態
を
把
握
し

な
が
ら
目
標
年
度
を
設
定
し
た
対
応

が
必
要
。将
来
を
担
う
次
世
代
の
人
々

の
た
め
、今
後
の
取
り
組
み
に
村
民
の

理
解
と
協
力
が
ど
う
し
て
も
必
要
で

あ
り
、村
と
し
て
も
い
か
に
し
て
村
民

に
訴
え
理
解
し
て
も
ら
う
か
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。久

保
田
義
信
議
員

質
問　

村
づ
く
り
理
念
の
第
1
次
総

合
計
画
の
実
現
の
た
め
に
は
、住
民
の

理
解
と
協
力
が
大
前
提
で
す
。

　

地
域
住
民
に
は
、古
か
ら
培
わ
れ
た

風
土
、
伝
統
が
あ
り
、
地
域
全
体
で
取

り
組
む
貴
重
な
精
神
が
あ
り
ま
す
。住

民
と
地
域
を
結
ぶ
仕
掛
け
人
ま
た
、来

年
度
目
途
の
集
落
再
編
を
ス
ム
ー
ズ

に
移
行
す
る
た
め
、集
落（
区
）担
当
職

員
を
設
置
す
る
考
え
は
如
何
か
。

、
、
、
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も
さ
ら
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
が
高

ま
る
と
思
う
が
村
長
の
考
え
を
お
聞

き
し
た
い
。

村
長　

山
間
部
の
長
い
所
は
賃
金
で

対
応
し
て
い
る
。対
応
で
き
な
い
地
域

に
つ
い
て
、
草
刈
り
機
の
刃
、
燃
料
の

支
給
に
つ
い
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
課
内
、

課
長
会
議
で
検
討
し
た
い
の
で
し
ば

ら
く
時
間
を
頂
き
た
い
。

　
質
問　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
視
聴
者
と
の
ふ
れ

あ
い
を
大
切
に
し
て
お
り
地
域
に
出

向
き
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
の
公
開
番
組

を
無
料
で
行
い
、全
国
に
放
送
し
地
域

の
活
性
化
に
勤
め
て
い
る
。夏
の
全
国

巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
も
そ
の
一
環
で
、幸

い
近
隣
村
で
は
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
、

地
域
性
を
見
て
も
早
く
筑
北
村
に
招

致
し
た
ら
ど
う
か
。

村
長　

村
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
今
回
の

提
案
を
参
考
に
し
て
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
質
問　

坂
北
西
部
で
4
時
間
の
停
電

が
あ
っ
た
。夕
食
も
食
べ
ら
れ
ず
朝
を

迎
え
た
住
民
が
多
数
い
た
。坂
北
荘
の

お
客
に
も
多
大
な
迷
惑
を
か
け
た
。村

の
温
泉
施
設
の
非
常
用
発
電
機
の
常

設
も
必
要
だ
。行
政
と
し
て
こ
の
教
訓

を
ど
の
よ
う
に
生
か
す
か
。

村
長　

災
害
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
停
電
時

の
職
員
の
配
備
体
制
が
記
載
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
の
で
今
後
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
取
り
入
れ
る
。発
電
機
に
つ
い
て

は
お
客
様
に
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
対

応
を
す
る
た
め
検
討
の
余
地
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

質
問　

防
災
無
線
の
故
障
も
有
っ
た

が
こ
の
二
件
と
も
住
民
に
詳
細
が
知

ら
さ
れ
な
か
っ
た
。広
報
車
に
よ
る
住

民
へ
の
情
報
伝
達
の
仕
方
も
含
め
住

民
の
立
場
に
な
っ
た
防
災
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成
を
提
案
す
る
も
の
で
す
。

全
国
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
た

Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
番
組
の
招
致

４
時
間
の
停
電
で

今
後
の
対
応

山

日
出
男
議
員

麻
績
村
と
の
合
併
は

最
大
の
行
財
政
改
革

質
問　

合
併
し
て
1
年
数
ヶ
月
経
過

の
中
で
三
村
合
併
と
は
何
で
あ
っ
た

か
が
問
わ
れ
て
い
る
。多
く
の
村
民
か

ら
「
い
い
事
は
何
も
な
い
、
希
望
が
持

て
な
い
村
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
、小
廻

り
が
き
か
な
い
村
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
、

総
合
支
所
方
式
と
は
何
で
あ
っ
た
か
」

等
の
声
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
。更
に

最
初
か
ら
合
併
協
議
会
の
役
員
と
し

て
参
画
さ
れ
た
方
の
中
で
も「
あ
れ
は

も
う
ち
ょ
っ
と
考
え
れ
ば
良
か
っ
た
な
」

と
言
っ
て
い
る
。合
併
を
推
進
す
る
立

場
の
国
も
最
初
か
ら
、合
併
は
ア
メ
と

ム
チ
の
政
策
だ
と
言
っ
て
い
た
。承
知

の
様
に
私
も
数
少
な
い
自
立
派
の
議

員
で
あ
っ
た
が
、こ
の
村
に
生
れ
最
初

に
赴
任
し
た
村
の
農
業
共
済
組
合
や

そ
の
後
組
合
が
村
に
移
譲
し
職
員
と

し
て
お
世
話
に
な
っ
た
長
い
役
場
経

験
か
ら
し
て
、こ
の
様
に
な
る
事
を
予

想
し
て
い
た
。
し
か
し
今
、
そ
れ
を
懐

古
し
て
も
旧
村
に
は
後
戻
り
は
出
来

な
い
。従
っ
て
合
併
の
弊
害
を
取
り
除

く
為
の
努
力
を
し
な
く
て
は
と
考
え

て
い
る
。村
長
は
毎
日
坂
井
か
ら
麻
績

村
を
通
り
越
し
て
御
苦
労
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
合
併
の
矛
盾
を
誰
よ
り
も
感
じ

て
い
な
け
れ
ば
い
け
な
い
筈
と
思
う
が
、

幸
い
途
中
か
ら
合
併
離
脱
の
麻
績
村

で
も
合
併
推
進
派
の
村
長
が
当
選
し
た
。

麻
績
村
と
の
合
併
を
ど
の
様
に
考
え

て
い
る
か
。

村
長　

麻
績
村
と
の
合
併
は
最
大
の

行
財
政
改
革
と
い
う
質
問
だ
が（
国
の

合
併
推
進
の
も
と
筑
北
四
村
に
よ
る

合
併
協
議
会
の
立
上
げ
、
議
員
、
住
民

説
明
会
、
途
中
麻
績
村
の
離
脱
、
そ
の

後
三
村
合
併
の
取
り
組
に
よ
り
筑
北

村
が
発
足
に
至
っ
た
詳
細
な
経
過
説

明
あ
り
）山　

議
員
の
指
摘
の
通
り
麻

績
村
で
は
合
併
を
推
進
す
る
村
長
が

当
選
し
た
が
村
内
に
は
自
立
の
考
え

の
人
も
い
る
。合
併
は
住
民
の
総
意
で

進
め
る
べ
き
で
機
運
が
高
ま
っ
て
こ

な
い
限
り
前
進
は
な
い
。私
は
常
々
筑

北
は
一
つ
と
申
し
上
げ
て
い
る
。相
談

が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
議
員
、村
民
の
み

な
さ
ん
と
相
談
し
て
進
め
て
参
り
た
い
。

質
問　

一
番
問
題
だ
っ
た
の
は
庁
舎

問
題
で
、だ
か
ら
今
の
様
な
総
合
支
所

方
式
だ
。本
庁
は
結
局
坂
北
に
持
っ
て

き
た
が
、福
祉
、上
下
水
道
は
本
城
。建

設
、産
業
は
坂
井
。教
育
は
坂
井
。公
民

館
は
旧
村
単
位
だ
が
中
央
公
民
館
は

坂
井
。各
総
合
支
所
に
各
々
窓
口
は
置

い
て
い
る
が
最
終
的
に
住
民
要
望
は

担
当
の
総
合
支
所
で
な
い
と
果
せ
ず

不
都
合
だ
。職
員
数
の
割
に
は
専
門
化

さ
れ
ず
腰
を
据
え
て
取
り
組
む
様
な

体
制
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
今
、
課
題

と
な
り
教
育
委
員
会
等
で
検
討
が
加

え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
学
校
統
合

の
問
題
他
諸
々
（
温
泉
、
情
報
通
信
基

盤
整
備
、
交
通
関
係
等
々
）
こ
の
様
に

考
え
る
と
今
の
総
合
支
所
方
式
は
人

数
を
最
小
限
に
抑
え
て
、ほ
ん
の
窓
口
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筑
北
村
地
域
防
災
計
画

に
つ
い
て

山　

好
弘
議
員

で
す
。合
併
浄
化
槽
に
つ
い
て
は
管
理

費
が
2
0
0
0
万
円
、使
用
料
収
入
1

7
7
0
万
円
、一
般
会
計
よ
り
2
3
0

万
円
ほ
ど
出
し
て
い
る
状
況
で
す
。

上
下
水
道
課
長　

坂
北
地
区
に
つ
い

て
は
、
7
6
5
戸
の
う
ち
4
5
4
戸
が

設
置
済
と
な
っ
て
い
る
。今
ま
で
事
業

を
進
め
る
中
で
集
排
関
係
に
つ
い
て

は
3
年
位
で
接
続
す
る
よ
う
お
願
い

し
て
い
る
。合
併
浄
化
槽
に
つ
い
て
は

21
年
度
ま
で
に
設
置
を
お
願
い
し
て

き
て
い
る
。

質
問　

合
併
浄
化
槽
は
21
年
度
で
補

助
事
業
を
な
く
す
の
か
、
21
年
度
以
降

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

村
長　

補
助
絡
み
の
事
業
で
あ
り
、あ

と
2
年
あ
る
が
、村
に
財
政
的
な
余
裕

も
な
い
の
で
、で
き
れ
ば
21
年
度
で
こ

の
事
業
を
終
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

地
域
防
災
計
画
は
、災
害
対
策

基
本
法
に
基
づ
き
、村
、関
係
機
関
、住

民
が
そ
の
全
機
能
を
発
揮
し
、相
互
に

有
機
的
関
連
を
も
っ
て
、筑
北
村
の
災

害
予
防
対
策
、
災
害
応
急
対
策
、
災
害

復
旧
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

住
民
の
生
命
、身
体
及
び
財
産
を
保
護

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
と
私
は
理

解
し
て
い
る
。昨
年
7
月
の
豪
雨
災
害

も
あ
り
、今
後
の
筑
北
村
の
地
域
防
災

計
画
の
進
め
方
に
つ
い
て
村
長
に
伺
う
。

村
長　

筑
北
村
の
地
域
防
災
計
画
に

つ
い
て
は
、合
併
に
よ
り
新
た
に
筑
北

村
地
域
防
災
計
画
策
定
業
務
を
委
託
し
、

現
在
進
め
て
い
る
。地
域
防
災
組
織
に

つ
い
て
は
、
災
害
時
に
は
個
人
や
、
家

庭
の
力
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
、危
険

や
困
難
を
伴
う
場
合
も
あ
る
の
で
、隣

近
所
の
人
達
が
集
ま
っ
て
、お
互
に
協

力
し
あ
い
な
が
ら
防
災
計
画
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
。
自
分
達
の
地
域
、

隣
人
を
守
る
た
め
の
組
織
と
し
て
、自

主
防
災
組
織
を
各
地
区
の
区
又
は
、常

会
を
対
象
に
モ
デ
ル
地
区
を
設
立
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、麻
績
消
防
署
と

連
携
し
、
平
成
18
年
度
の
区
長
会
、
連

絡
員
会
議
で
説
明
し
、組
織
の
設
立
を

お
願
い
し
て
き
た
。本
城
地
区
の
西
条

上
三
で
は
、自
主
防
災
組
織
を
立
ち
上

げ
て
い
た
だ
い
た
。引
き
続
き
他
の
地

域
で
の
組
織
の
立
ち
上
げ
を
お
願
い

し
て
い
く
。保
健
福
祉
課
に
お
い
て
は
、

民
生
委
員
、消
防
団
員
の
協
力
を
得
て
、

地
域
の
支
え
合
い
マ
ッ
プ
の
作
成
に

向
け
、学
習
会
を
開
催
し
準
備
を
し
て

い
る
。
防
災
マ
ッ
プ
、
避
難
場
所
の
村

民
へ
の
徹
底
に
つ
い
て
は
、筑
北
村
の

地
域
防
災
計
画
を
現
在
策
定
中
で
あ
り
、

各
家
庭
に
は
、
見
や
す
く
又
、
簡
略
的

な
も
の
を
計
画
し
て
い
る
の
で
出
来

次
第
、
各
家
庭
に
配
布
し
、
地
域
の
避

難
場
所
を
把
握
し
て
い
た
だ
く
よ
う

周
知
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
質
問　

県
は
、先
頃
過
去
に
行
っ
て
き

た
耐
震
強
度
診
断
の
結
果
、耐
震
性
が

不
足
さ
れ
て
い
る
と
の
結
果
を
示
さ

れ
た
。県
有
施
設
の
30
施
設
の
中
の
74

棟
に
つ
い
て
初
め
て
施
設
名
と
、耐
震

強
度
に
つ
い
て
数
値
で
公
表
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
市
町
村
が
、災
害
時
避
難
場

所
に
指
定
し
て
い
る
施
設
が
多
い
と

の
事
で
あ
る
。当
村
の
公
共
施
設
の
耐

震
強
度
診
断
の
実
施
状
況
と
、今
後
の

進
め
方
に
つ
い
て
伺
う
。

村
長　

村
の
所
有
し
て
い
る
公
共
施

設
の
耐
震
診
断
に
つ
い
て
は
、平
成
18

年
1
月
26
日
に
施
行
さ
れ
、建
築
物
の

耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
い
て
対
応
し
て
い
く
。こ
の
法
律

は
、昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
建
て

ら
れ
た
建
物
に
つ
い
て
は
、用
途
及
び

規
模
に
該
当
す
る
建
物
は
、特
定
建
築

物
と
み
な
さ
れ
て
耐
震
診
断
を
し
、適

合
し
な
い
建
物
に
つ
い
て
は
、改
修
を

計
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。村
の

公
共
施
設
で
、特
定
建
物
と
し
て
該
当

す
る
施
設
は
、学
校
施
設
、校
舎
、体
育

館
が
あ
る
。社
会
体
育
館
も
該
当
し
て

い
る
。
役
場
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
特
定

建
物
で
は
な
い
が
、村
の
要
で
あ
る
の

で
耐
震
診
断
を
今
後
検
討
し
て
い
く
。

現
在
策
定
中
の
筑
北
村
地
域
防
災
計

画
に
よ
り
、新
村
の
避
難
施
設
が
指
定

さ
れ
る
の
で
、出
来
次
第
避
難
施
設
に

つ
い
て
も
、耐
震
診
断
を
検
討
し
て
い

く
。

村
有
施
設
の
耐
震
強
度

に
つ
い
て

国
政
に
対
す
る
所
感

に
つ
い
て

宮
澤
信
雄
議
員

質
問　

国
政
・
国
会
の
動
き
を
心
配
、

怒
り
を
持
つ
国
民
が
非
常
に
多
く
な
っ

て
い
る
。
国
政
・
国
会
の
動
き
に
対
す

る
今
の
思
い
を
伺
い
た
い
。

村
長　

国
民
に
と
っ
て
重
要
な
法
案

が
山
積
み
し
て
い
る
。
国
民
の
声
、
議

論
も
も
う
少
し
尽
し
て
ほ
し
い
。政
治

と
金
の
問
題
は
、庶
民
感
覚
で
は
考
え

ら
れ
な
い
事
態
だ
。政
治
資
金
規
正
法

も
細
か
い
部
分
ま
で
規
制
を
き
ち
っ

10

村
長　

地
区
組
織
の
編
成
は
、
6
月
定

例
村
議
会
後
に
、村
で
提
案
し
て
い
る

想
定
の
区
ご
と
に
、地
区
の
役
員
、連
絡

員
、区
長
、分
館
長
、議
員
の
方
々
と
懇

談
会
、会
議
を
計
画
し
て
い
る
。会
議
に

よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
、改
善
点
等
を

明
確
に
し
て
地
区
の
編
成
に
生
か
す
考

え
で
あ
る
。現
状
を
正
し
く
把
握
し
、地

域
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
向
に
沿
っ
た
地

区
の
編
成
を
と
考
え
て
い
る
。

　

担
当
職
員
の
配
置
の
関
係
は
、今
回

の
地
区
組
織
の
構
築
に
よ
り
、地
区
組

織
の
役
割
分
担
が
明
確
に
な
り
、地
区

と
行
政
と
の
連
携
を
強
化
し
、協
働
の

村
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

集
落
と
の
行
政
上
の
事
業
、会
議
等

は
要
請
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
職
員
を
出

席
さ
せ
、地
域
要
望
ま
た
、地
域
課
題
の

把
握
と
対
応
で
き
る
よ
う
、所
管
課
と

村
民
課
と
の
連
携
を
図
り
、住
み
よ
い

村
づ
く
り
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

職
員
を
集
落
に
配
置
す
る
こ
と
は
、

個
々
の
職
員
の
能
力
、ま
た
職
員
の
格

差
云
々
が
必
ず
出
て
く
る
こ
と
等
を
考

慮
し
、現
在
の
各
支
所
、村
民
課
を
設
置

し
て
あ
る
の
で
、村
民
課
を
窓
口
と
し

て
、区
長
、常
会
長
と
緊
密
な
連
携
を
と

り
、一
人
の
職
員
の
み
で
な
く
、話
し
合

い
に
関
す
る
職
員
を
派
遣
し
て
進
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

現
在
各
集
落
か
ら
役
場
に
お

勤
め
に
な
っ
て
い
る
、職
員
の
方
々
が

出
身
集
落
を
担
当
し
、「
小
さ
な
寄
り

合
い
自
治
」を
推
進
す
る
こ
と
を
提
案

す
る
。
最
も
身
近
な
、
お
ら
が
村
の
自

治
で
あ
り
、行
事
に
参
加
し
住
民
と
ひ

ざ
を
交
え
て
語
る
。
協
働
と
は
、
成
り

立
ち
も
手
法
も
異
な
る
者
同
志
が
、平

等
な
位
置
関
係
の
中
で
同
じ
目
的
の

た
め
に
働
く
こ
と
、行
政
と
住
民
と
の

橋
渡
し
の
職
員
配
置
を
考
え
る
。如
何

か
。

村
長　

行
政
と
住
民
が
一
丸
と
な
っ

た
行
政
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、一
番

の
根
本
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

現
在
の
支
所
長
が
中
心
と
な
り
住

民
と
の
橋
渡
し
を
す
る
こ
と
が
今
の

現
状
か
ら
い
っ
て
一
番
大
切
で
あ
る
。

職
員
の
格
差
、環
境
を
考
え
る
と
き
に
、

全
体
的
に
相
談
や
、要
望
が
あ
れ
ば
支

所
を
窓
口
に
、担
当
課
と
充
分
協
議
調

整
し
対
応
を
考
え
万
全
を
期
す
。

質
問　

村
民
は
合
併
し
た
こ
と
に
よ
り
、

何
か
が
変
わ
る
と
い
う
期
待
感
を
持
っ

て
い
る
。

　

第
1
次
筑
北
村
総
合
計
画
・
筑
北
村

生
涯
学
習
基
本
構
想
も
作
成
さ
れ
た
。

一
つ
ひ
と
つ
物
事
を
築
い
て
成
功
さ

せ
る
時
期
で
あ
り
、
行
政
・
住
民
と
も

ど
も
き
ら
り
と
光
る
村
、筑
北
ら
し
さ

を
喚
起
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

地
籍
調
査
の
今
後
の

村
の
考
え
方
に
つ
い
て

前
山
健
治
議
員

質
問　

旧
坂
北
村
で
は
平
成
9
年
度

か
ら
始
め
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

筑
北
村
と
し
て
は
こ
れ
か
ら
の
計
画

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。予
算

的
に
は
ど
の
位
か
か
る
の
か
今
の
村

の
認
識
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。

村
長　

現
在
の
公
図
の
多
く
は
明
治

時
代
の
地
図
で
あ
り
測
量
技
術
も
低

く
土
地
の
形
状
や
面
積
が
現
状
と
異
な
っ

て
い
る
。筑
北
村
は
坂
北
で
実
施
し
て

い
る
地
籍
調
査
事
業
は
山
林
を
除
い

て
宅
地
農
地
を
中
心
に
平
成
9
年
か

ら
始
ま
っ
て
い
る
。今
の
と
こ
ろ
村
単

事
業
で
は
お
金
が
な
く
、
本
城
・
坂
井

地
域
の
事
業
着
手
に
つ
い
て
は
調
査

の
め
ど
が
立
っ
た
と
き
に
と
考
え
る
。

質
問　

公
平
な
固
定
資
産
税
を
徴
収

す
る
と
い
う
意
味
で
も
基
本
的
な
も

の
は
早
く
や
る
必
要
性
が
あ
る
と
思
う
。

も
う
一
度
担
当
な
り
か
ら
前
向
き
な

答
弁
を
願
い
た
い
。

坂
北
村
民
課
長　

国
の
補
助
枠
が
決
ま
っ

て
お
り
、
県
の
枠
も
決
っ
て
い
る
。
補

助
金
を
な
る
べ
く
多
く
と
っ
て
広
い

地
域
を
や
っ
て
い
く
体
制
で
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

財
産
管
理
で
固
定
資
産
税
の

宅
地
に
つ
い
て
公
平
な
負
担
率
で
集

め
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

総
務
課
長　

土
地
台
帳
に
基
づ
き
課

税
し
て
い
る
。旧
村
で
や
っ
て
き
た
航

空
写
真
に
基
づ
い
て
調
整
し
課
税
し

て
い
る
。
今
、
事
業
の
中
で
20
年
度
ま

で
に
、し
っ
か
り
し
た
も
の
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
質
問　

坂
井
地
区
、本
城
地
区
に
お
い

て
は
集
落
排
水
、
一
部
合
併
浄
化
槽
、

坂
北
地
区
に
お
い
て
は
、合
併
浄
化
槽

で
対
応
し
て
い
る
が
、地
区
ご
と
に
つ

な
ぎ
込
み
の
状
況
を
お
聞
き
し
た
い
。

又
合
併
浄
化
槽
に
つ
い
て
は
21
年
度

以
降
に
つ
い
て
の
対
応
に
つ
い
て
も

お
願
い
し
た
い
。

村
長　

宅
内
の
つ
な
ぎ
込
み
状
況
は
、

集
落
排
水
事
業
で
は
供
用
率
は
80
％
、

合
併
浄
化
槽
の
整
備
事
業
で
は
、供
用

率
は
58
％
で
す
。管
理
費
に
つ
い
て
は
、

集
落
排
水
事
業
で
3
1
6
0
万
円
余

り
で
、使
用
料
収
入
が
3
6
4
0
万
円

集
落
排
水
・
合
併
浄
化
槽
の

宅
内
つ
な
ぎ
込
み
状
況
に
つ
い
て
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第10号
平成19年9月20日発行

「
筑
北
村　

障
害
者
相
談
員
設
置
」
の
お
知
ら
せ

○
障
害
者
相
談
員
の
役
割
と
は
？

　

社
会
奉
仕
の
精
神
に
基
づ
き
、障
害

者
の
更
生
援
護
に
関
し
、本
人
又
は
そ

の
保
護
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
必
要

な
指
導
、助
言
を
行
う
と
と
も
に
障
害

者
地
域
活
動
の
推
進
、関
係
機
関
の
業

務
に
対
す
る
協
力
、障
害
者
の
福
祉
の

増
進
に
資
す
る
活
動
を
行
い
ま
す
。

○
障
害
者
相
談
員
を
委
嘱
し
ま
し
た

　

障
害
の
あ
る
方
の
福
祉
の
増
進
に

熱
意
を
有
し
、奉
仕
的
活
動
が
で
き
る

者
等
で
あ
っ
て
、
原
則
と
し
て
、
障
害

者
本
人
又
は
そ
の
保
護
者
の
方
に
お

願
い
し
ま
し
た
。

○
障
害
者
相
談
員　

氏
名
○

　

原　
　
　

彦
太
郎　
（
坂
井
地
区
）

　

窪　

田　

清　

弘　
（
本
城
地
区
）

　

峰　

村　

昌　

府　
（
坂
北
地
区
）

　

草　

深　

芳　

子　
（
本
城
地
区
）

　

宮　

下　

義　

幸　
（
坂
井
地
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
5
名

○
障
害
種
別
と
は
？

　

障
害
の
種
類
に
は
、
身
体
障
害
・
知

的
障
害
・
精
神
障
害
の
3
種
類
が
あ
り
、

そ
の
程
度
は
千
差
万
別
で
す
。障
害
者

相
談
員
は
多
種
に
渡
る
全
て
の
相
談

に
対
応
す
る
事
は
困
難
で
す
が
、親
身

に
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
助
言
を
し
、

関
係
す
る
機
関
等
へ
導
い
て
く
れ
ま

す
の
で
、お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

○
そ
の
他

　

障
害
者
相
談
員
は
、障
害
者
の
人
格

を
尊
重
し
、相
談
上
知
り
得
た
事
は
外

部
へ
漏
ら
す
事
は
決
し
て
行
い
ま
せ
ん
。

援
護
に
関
し
て
必
要
と
な
る
機
関
へ

情
報
の
提
供
を
行
い
問
題
の
解
決
へ

導
き
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
保
健
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

66-

2
1
1
1

離
乳
食
の
進
め
方
が

か
わ
り
ま
し
た

○
離
乳
の
準
備
に
つ
い
て

　

生
後
2
〜
3
ヶ
月
頃
に
薄
め
た
果

汁
等
を
与
え
、母
乳
以
外
の
味
や
ス
プ
ー

ン
に
慣
れ
さ
せ
る
た
め
の
離
乳
の
準

備
は
必
要
が
な
く
な
り
ま
し
た

　

母
乳
は
母
親
の
食
べ
た
も
の
に
よ

り
そ
の
味
は
毎
回
変
わ
り
ま
す
。ま
た
、

1
回
の
母
乳
で
も
飲
み
始
め
・
途
中
・

飲
み
終
わ
り
で
は
そ
の
味
が
変
化
し

て
い
き
ま
す
。母
乳
そ
の
も
の
が
、色
々

な
味
を
体
験
で
き
る
離
乳
の
準
備
と

な
り
ま
す
。粉
ミ
ル
ク
を
飲
ん
で
い
る

赤
ち
ゃ
ん
も
、離
乳
食
は
基
本
的
に
食

品
の
種
類
は
1
種
類
ず
つ
薄
味
か
ら

開
始
し
て
い
く
の
で
、離
乳
食
を
進
め

て
い
く
過
程
が
色
々
な
味
の
体
験
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
生
後
4
ヶ
月
頃
ま

で
は
、生
ま
れ
つ
き
持
っ
て
い
る
哺
乳

反
射
が
あ
る
た
め
、口
の
中
に
入
っ
て

き
た
も
の
は
、反
射
的
に
口
の
外
へ
押

し
出
し
て
し
ま
い
ま
す
。生
後
5
ヶ
月

頃
か
ら
、そ
の
反
射
が
だ
ん
だ
ん
無
く

な
っ
て
い
き
、ス
プ
ー
ン
が
口
の
中
に

入
る
事
も
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
く
の
で
、

ス
プ
ー
ン
等
の
使
用
は
離
乳
食
が
始

ま
っ
て
か
ら
で
も
遅
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
離
乳
の
開
始
時
期
に
つ
い
て

　

今
ま
で
は
…
5
ヶ
月
に
な
っ
た
頃

　

こ
れ
か
ら
は
…
5
〜
6
ヶ
月
頃

○
離
乳
の
完
了
時
期
に
つ
い
て

　

今
ま
で
は
…
12
ヶ
月
〜
15
ヶ
月
頃

　

こ
れ
か
ら
は
…
12
ヶ
月
〜
18
ヶ
月
頃

　

こ
の
時
期
に
は
ま
だ
奥
歯
は
生
え

て
い
な
い
の
で
、噛
み
潰
し
た
り
す
る

事
は
で
き
ま
せ
ん
。し
か
し
あ
る
程
度

の
も
の
は
飲
み
込
ん
で
し
ま
う
事
が

で
き
る
の
で
、丸
飲
み
の
原
因
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
奥
歯
が
完
全
に
生
え
揃

う
の
は
2
歳
半
か
ら
3
歳
半
頃
で
す
が
、

噛
む
力
は
大
人
の
半
分
し
か
あ
り
ま

12

環
境
行
政
に
つ
い
て

と
設
け
な
け
れ
ば
国
民
の
理
解
は
得

ら
れ
な
い
。
年
金
問
題
は
、
国
民
一
人

ひ
と
り
が
老
後
を
生
き
る
た
め
の
大

切
な
資
金
、信
用
さ
れ
る
年
金
制
度
に

し
て
い
く
か
問
わ
れ
て
い
る
。年
金
記

録
の
問
題
を
き
ち
ん
と
解
明
す
る
こ

と
が
第
一
歩
で
あ
る
。
環
境
問
題
は
、

特
に
温
暖
化
の
対
策
で
あ
る
。気
温
の

上
昇
を
抑
え
、温
暖
化
の
被
害
を
と
め

る
た
め
、技
術
革
新
や
省
エ
ネ
な
ど
一

歩
ず
つ
着
実
に
進
め
て
い
か
な
く
て

は
い
け
な
い
。
と
に
か
く
、
暮
ら
し
関

連
を
最
優
先
に
、国
民
の
た
め
の
国
民

の
政
治
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

　
質
問　

地
球
温
暖
化
に
よ
る
と
言
わ

れ
る
自
然
環
境
の
変
化
を
初
め
、生
活

の
中
で
も
環
境
問
題
が
問
わ
れ
て
い
る
。

地
域
の
た
め
、
信
州
の
た
め
、
地
球
の

た
め
、み
ず
か
ら
の
生
活
の
中
で
身
近

に
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
環
境
を
守
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。森
林
整
備

と
し
て
の
里
山
整
備
の
支
援
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

村
長　

里
山
は
、放
置
さ
れ
る
農
地
や

雑
木
林
の
増
加
に
よ
り
荒
廃
が
進
ん

で
い
る
。地
域
の
里
山
に
係
る
住
民
の

保
全
意
識
を
喚
起
し
活
動
を
発
展
さ

せ
て
い
く
た
め
に
、意
識
啓
発
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。意
欲
の
あ
る
個
人
、

団
体
を
育
成
す
る
こ
と
が
、里
山
整
備

を
支
援
す
る
一
番
大
事
な
柱
に
な
る
。

里
山
の
森
林
整
備
に
つ
い
て
は
、整
備

計
画
に
基
づ
き
、補
助
事
業
を
取
り
入

れ
、積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

有
害
鳥
獣
駆
除
と
里
山
の
関
係
を
真

剣
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

質
問　

環
境
の
保
全
と
し
て
、環
境
美

化
の
推
進
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

村
長　

環
境
保
全
条
例
に
、何
人
も
公

共
の
場
所
、道
路
、山
林
、河
川
及
び
空

き
地
等
に
空
き
缶
や
タ
バ
コ
の
吸
い

が
ら
等
を
捨
て
、又
は
廃
棄
物
を
不
法

に
投
棄
し
な
い
よ
う
、適
切
な
処
理
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
あ
る
。環

境
美
化
運
動
の
推
進
に
つ
い
て
は
春
・

秋
の
衛
生
週
間
に
、地
区
の
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
清
掃
、用
水
、河
川
、道
路
側

溝
等
の
清
掃
を
依
頼
し
ま
た
、村
で
は

職
員
に
よ
る
環
境
保
全
監
視
員
が
、月

2
回
の
村
内
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

警
戒
し
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
活
動
を

続
け
、環
境
美
化
に
努
め
て
い
き
た
い
。

環
境
は
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
が
大

事
だ
と
思
う
。
花
い
っ
ぱ
い
運
動
、
花

街
道
に
つ
い
て
は
、し
ば
ら
く
時
間
を

頂
き
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

質
問　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、新
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
研
究
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

村
長　

庁
内
で
の
省
エ
ネ
推
進
内
容
は
、

電
気
使
用
量
の
削
減
、燃
料
使
用
削
減

の
公
用
車
の
省
エ
ネ
、水
道
使
用
の
節

水
、
用
紙
の
関
係
で
は
会
議
資
料
、
報

告
書
等
は
簡
素
化
を
図
り
、必
要
最
小

限
の
ペ
ー
ジ
数
、
部
数
と
し
て
い
く
、

村
民
の
皆
さ
ん
に
も
何
ら
か
の
形
で

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。ノ
ー
マ
イ
カ
ー

デ
ー
に
つ
い
て
は
時
間
を
い
た
だ
き

検
討
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

議
会
日
誌

７月 3日 国道403号道路整備惻隠期成同盟会陳情
 5日 本城大滝・乱橋草刈り清掃作業
 6日 坂井小学校ピアノ披露と記念演奏会・校内音楽会
 9日 安曇野松筑広域環境施設組合臨時議会
 10日 松本広域連合臨時議会
 11日 大町麻績インター千曲線整備促進期成同盟会総会
  リニア中央エクスプレス建設促進中信地区期成同盟会
 12日 温泉施設運営委員会
 17日 穂高広域施設組合臨時議会
 24日 松塩筑木曽老人福祉異説組合臨時議会
 25日 中央東線超高速化実現期成同盟会総会
  県道真田新田線改良促進期成同盟会総会
 27日 麻績村筑北村学校組合臨時議会
 30日 社会福祉大会実行委員会

８月 1日 各正副委員長研修会
 2日 青木麻績インター新町間同盟会監査
  地域高規格道路松本糸魚川連絡道路建設促進期成同盟会
 5日 筑北村夏まつり
  プレミア付き筑北村地域商品券発売式
 7日 議会運営委員会
  議会全員協議会
  千曲市「千曲川納涼煙火大会」
 10日 青木・麻績インター新町間県道整備促進期成同盟会総会及び
  県関係機関への要望
 14日 本城地域ふるさと野球大会
 15日 坂井地区成人式
 17日 東筑摩郡町村議会議長会　議長・事務局長会議
 21日 温泉施設運営委員会
 22日 生坂村との交流会
 23日 民生委員推進委員会
 24日 東筑摩郡副議長会
 27日 ボイス81地域会議
 29日 教育委員・社会文教委員懇談会

※
平
成
19
年
7
月
20
日
発
行
の
議
会
だ
よ
り

の
中
の
村
内
建
設
関
係
工
事
箇
所
視
察
の

記
事
は
、建
設
産
業
委
員
長　

山　

日
出
男

議
員
の
報
告
に
よ
る
も
の
で
す
。
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自
分
の
体
は
自
分
で
し
か
守
れ
な
い
！

自
分
に
と
っ
て
必
要
な
量

　

今
後
の
人
生
設
計
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
か
。そ
の
た
め
に
は
元

気
で
い
る
こ
と
が
大
切
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

　

筑
北
村
の
医
療
費
を
み
る
と
心
筋

梗
塞
や
脳
梗
塞
等
の
、生
活
習
慣
病
に

多
額
に
か
か
っ
て
い
る
事
が
わ
か
り

ま
す
。（
図
1
）

　

ま
た
、介
護
の
状
況
も
脳
梗
塞
で
予

防
で
き
る
生
活
習
慣
病
で
す
。（
図
2
）

　

生
活
習
慣
病
は
、
10
年
か
ら
20
年
か

け
て
徐
々
に
血
管
を
傷
つ
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
発
症
し
ま
す
。

　

血
管
を
傷
め
て
い
る
状
況
は
、健
診

で
血
液
デ
ー
タ
を
み
る
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。（
図
3
）

　

健
診
の
結
果
で
は
血
管
を
傷
つ
け

て
い
る
要
因
の
あ
る
方
が
、多
く
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。（
表
1
）

　

こ
れ
ら
の
結
果
を
こ
の
段
階
で
改

善
す
る
事
が
で
き
れ
ば
、数
年
後
の
生

活
習
慣
病
を
防
ぐ
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

し
か
し
、こ
の
生
活
習
慣
の
改
善
が
、

な
に
よ
り
も
大
変
な
こ
と
で
す
。自
分

の
生
活
を
振
り
返
り
、そ
の
中
か
ら
血

液
デ
ー
タ
を
悪
く
す
る
要
因
を
探
す

事
か
ら
始
め

な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
作
業

を
手
伝
う
こ

と
が
で
き
る

の
が
村
の
保

健
師
・
栄
養

士
で
す
。
第

8
号
広
報
で

も
お
伝
え
し

ま
し
た
が
、

来
年
か
ら
健
診
は
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

（
40
歳
〜
74
歳
）

　

生
活
習
慣
病
の
方
を
25
％
減
ら
す

事
を
国
は
目
標
に
、ま
ず
健
診
を
全
て

の
人
が
受
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

上
記
の
健
診
で
は
、自
分
の
体
の
情

報
を
得
る
こ
と
が
予
防
に
つ
な
げ
る

第
一
歩
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、健
診
結
果
か
ら
生
活
や
食

生
活
の
ど
こ
に
問
題
が
あ
る
か
を
自

ら
が
気
づ
き
、調
節
し
て
い
く
こ
と
へ

と
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ず
、私
た
ち
保
健
師
、栄
養
士
が
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
た
い
の
は
、薬
を
飲
ん
で

ど
う
こ
う
で
は
な
く（
そ
の
方
た
ち
を

決
し
て
見
捨
て
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
）
お
腹
を
ひ
っ
こ
め
て
、
病
気
に

な
る
前
だ
か
ら
こ
そ
病
気
へ
と
進
ま

な
い
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
人
、こ
つ
こ
つ
と
増
や
し
た
脂
肪
を

こ
つ
こ
つ
と
減
ら
し
て
い
く
た
め
に
、

ど
ん
な
無
駄
食
い
を
し
て
い
る
の
か
、

ど
う
や
っ
て
体
を
動
か
す
か
を
知
る

こ
と
で
す
。無
意
識
に
し
て
い
た
こ
と

を
意
識
す
る
こ
と
で
、自
分
に
で
き
る

こ
と
を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

そ
こ
で
、生
活
習
慣
予
防
に
有
効
な

体
の
情
報
を
意
識
す
る
ひ
と
つ
と
し

て「
朝
一
排
尿
後
の
体
重
」を
計
る
こ
と
。

そ
れ
に
よ
り
、前
日
の
食
事
内
容
、時
間
、

活
動
量
な
ど
の
生
活
を
ふ
り
か
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
ち
な
み
に
お
風

呂
の
前
の
体
重
は
夕
食
を
思
い
起
こ

す
こ
と
し
か
で
き
な
い
よ
う
な
・・
？
）

仮
に
前
日
の
食
事
が
多
か
っ
た
よ
う

な
ら
、次
の
日
の
食
事
は
食
べ
過
ぎ
が

防
げ
る
よ
う
な
調
節
が
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
い
い
わ
け
で
す
。

　

ま
ず
は
、ひ
と
り
ひ
と
り
に
あ
っ
た

食
品
の
量
と
頻
度
を
生
活
の
中
か
ら

さ
ぐ
り
、食
事（
食
品
の
選
択
）に
つ
い

て
栄
養
士
、保
健
師
と
一
緒
に
考
え
て

い
き
し
ょ
う
。

　

是
非
お
気
軽
に
お
声
を
か
け
て
く

だ
さ
い
。

（表１）60歳～64歳男性国保の健診結果

（図３）

項　目

腹　囲

高血圧

LDIコレステロール

HbAIC

51％

51％

54％

51％

エネルギーの摂り過ぎ

血管を傷つける

血管がつまる

割　合

（図２）介護度4、5の方の
原因疾患

（図1）平成18年度
1ヶ月200万円以上
かかる疾患の状況

61％
（4,078万円）
　心筋梗塞
　大動脈癌
　脳梗塞　

17％
がん
骨折等

22％
（1,481万円）

人工
膝関節
障害

40％
脳梗塞

33％
認知症

18％
骨関節
疾患

9％
その他

年齢32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52

検

査

結

果

脳

梗

塞

歳

つまる材料が増える段階

内臓脂肪

高中性脂肪

低ＨＤＬ

高ＬＤＬ

高血圧

高尿酸 血管を傷める材料

血管が破れる条件

血
管
が
つ
ま
る
材
料

血管を傷める材料

血管が破れる条件

血
管
が
つ
ま
る
材
料
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せ
ん
。
丸
飲
み

す
る
事
は
早
食

い
に
な
り
や
す

い
の
で
、
そ
の

結
果
肥
満
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な

事
か
ら
も
、
小

学
生
に
な
る
位

ま
で
は
、
噛
む

力
に
応
じ
て
調

理
方
法
や
食
品

の
切
り
方
な
ど

を
考
慮
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

一
人
一
人
、

離
乳
食
の
進
み

具
合
は
違
い
ま
す
。

あ
ま
り
量
な
ど

に
と
ら
わ
れ
過

ぎ
ず
、
目
の
前

に
い
る
子
の
成

長
を
見
な
が
ら
、

進
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

詳
し
い
内
容

等
は
保
健
福
祉

課
栄
養
士
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

表１　離乳食の進め方の目安

離乳の開始　　　　　　　　　　　　　　　離乳の完了

初期・中期・後期の
区別がなくなりました。

生後5,6か月頃

食べ方の目安

〈食事の目安〉
調理形態

一
回
当
た
り
の
目
安
量

穀類（g）

野菜・果物（g）

魚（g）

又は肉（g）

又は豆腐（g）

又は卵（個）

又は乳製品（g）

○子どもの
様子をみな
がら、１日
１回１さじ
ずつ始める。
○母乳やミ
ルクは飲み
たいだけ与
える。

○１日２回
食で、食事
のリズムを
つけていく。
○いろいろ
な味や舌ざ
わりを楽し
めるように
食品の種類
を増やして
いく。

○食事のリ
ズムを大切
に、１日３
回食に進め
ていく。
○家族一緒
に楽しい食
卓体験を。

○１日３回
の食事のリ
ズムを大切
に、生活リ
ズムを整え
る。
○自分で食
べる楽しみ
を手づかみ
食べから始
める。

つぶしが
ゆから始
める。
すりつぶ
した野菜
なども試
してみる。
慣れてき
たら、つ
ぶした豆
腐・白身
魚などを
試してみ
る。

歯ぐきで
噛める固さ

軟飯90～

ご飯80

40～50

15～20

15～20

50～55

全卵1/2～

2/3

100

歯ぐきで
つぶせる固さ

なめらかに
すりつぶした状態

全がゆ90～

軟飯80

30～40

15

15

45

全卵1/2

80

舌で
つぶせる固さ

全がゆ

50～80

20～30

10～15

10～15

30～40

卵黄1～

全卵1/3

50～70

12か月から
18か月頃

9か月から
11か月頃7,8か月頃
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訂
正
と
お
詫
び

全
戸
に
お
配
り
し
た「
公
共
施
設
総
合
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
」Ｐ
15　
　

と
く
ら
沢
ふ
れ
あ
い

広
場
キ
ャ
ン
プ
場
コ
テ
ー
ジ
12
棟
と
印
刷

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。正
し
く
は
2
棟
で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

公
民
館
か
ら
お
知
ら
せ

　

本
年
度
は
2
種
類
の
補
助
金
を
各

分
館
へ
お
出
し
て
い
ま
す
。

　

運
営
費
補
助
金

　

地
区
公
民
館
の
運
営
に
必
要
な
日

常
的
な
経
費
を
補
助
す
る
た
め
の
も

の
で
、会
議
資
料
代
や
光
熱
水
費
な
ど

に
充
て
ま
す
。

　

（
補
助
限
度
額
は
分
館
の
戸
数
1
戸

あ
た
り
5
0
0
円
で
1
年
に
1
回
の

申
請
に
な
り
ま
す
。）

　

こ
の
補
助
金
の
申
請
は
申
請
書
と

請
求
書
の
み
で
、地
区
公
民
館
よ
り
戸

数
と
金
額
が
記
入
さ
れ
た
も
の
が
分

館
長
さ
ん
へ
届
け
ら
れ
、そ
れ
に
必
要

事
項
を
記
入
し
提
出
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

事
業
費
補
助
金

　

分
館
長
さ
ん
が
分
館
の
活
動
と
認

定
し
た
事
業
に
対
し
補
助
を
す
る
も

の
で
、
研
修
旅
行
の
バ
ス
代
・
有
料
道

路
代
な
ど
の
経
費
や
料
理
講
習
会
の

材
料
費
・
講
師
謝
礼
、
地
域
の
草
刈
り

な
ど
作
業
奉
仕
の
ガ
ソ
リ
ン
代
や
刈

刃
代
な
ど
の
経
費
、地
区
子
ど
も
会
運

営
費
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

　

原
則
と
し
て
飲
食
代
な
ど
は
認
定

で
き
ま
せ
ん
が
、料
理
講
習
会
の
材
料

費
や
茶
菓
子
代
は
例
外
と
し
ま
す
。

　

（
補
助
限
度
額
は
分
館
の
戸
数
1
戸

あ
た
り
1
0
0
0
円
で
、限
度
額
に
達

す
る
ま
で
は
繰
り
返
し
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。）

　

こ
の
事
業
費
補
助
金
は

　

申
請　

決
定　

事
業
実
施　

実
績

報
告　

請
求　

交
付
と
い
う
流
れ
に

な
り
ま
す
が
、実
際
に
は
事
業
を
実
施

し
な
い
と
申
請
金
額
が
は
っ
き
り
し

な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
お

近
く
の
公
民
館
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
交
付
は
四
半
期
締
め
、
翌
月
支

払
い
と
な
り
ま
す
の
で
、通
常
は
6
月

末
締
め
7
月
払
い
・
9
月
末
締
め
10
月

払
い
・
12
月
末
締
め
1
月
払
い
2
月
末

締
め
3
月
払
い
と
な
り
ま
す
。本
年
度

は
要
項
の
決
定
等
第
一
期
が
遅
れ
ま

し
た
の
で
第
一
期
は
8
月
末
の
支
払

い
を
し
ま
し
た
。

文
化
祭
に
つ
い
て

分
館
活
動
補
助
金
に
つ
い
て

東
筑
摩
郡
体
育
祭

体
育
祭
に
つ
い
て

→
→

→

→
→

体
協
Ｏ
Ｂ
野
球
部　

差
切
峡

・
松
本
市
長
杯　

優
勝　

8
月
12
日

・
秋
季
大
会　
　

優
勝　

9
月
2
日

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！！

中
信
地
区
50
歳
Ｏ
Ｂ
野
球
連
盟
試
合
結
果

！！

　

11
月
3
日
（
土
）
4
日
（
日
）
に
開
催

し
ま
す
。
会
場
は
昨
年
同
様
、
坂
北
体

育
館
を
主
に
開
催
し
ま
す
。

　

日
程
は
芸
能
発
表
は
3
日
の
み
、展

示
発
表
は
3
・
4
日
の
両
日
の
予
定

で
す
。

　

ク
ラ
ブ
や
個
人
で
出
品
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、お
近
く
の
公
民
館
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

本
年
度
の
体
育
祭
は
そ
れ
ぞ
れ
の

地
区
公
民
館
主
催
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

日
程
・
10
月
14
日（
日
）

　

時
間
等
の
詳
細
は
各
公
民
館
よ
り

分
館
長
さ
ん
方
を
通
じ
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

8
月
26
日
（
日
）
波
田
町
を
主
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

筑
北
村
か
ら
は

・
軟
式
野
球

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子

・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　

以
上
の
6
競
技
に
選
手
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

結
果
・
第
3
位
ま
で
に
入
賞
の
み

団
体

・
軟
式
野
球　
　
　
　
　
　

第
3
位

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル　
　
　
　

第
3
位

・
バ
レ
ー
女
子　
　
　
　
　

第
3
位

個
人

・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
親
善
の
部

　
　
　
　
　

第
3
位　

久
保
田
豊
子

・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
　

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
　
　
　

準
優
勝　

西
沢　

寿
浩

　
　
　
　
　

第
3
位　

小
林　

秀
雄

　
　

Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
　
　
　

準
優
勝　

鎌
田　

千
雪

　

お
疲
れ
様
で
し
た
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　　　　　　52.4％

身体的虐待 　50.0％

心理的虐待 　63.6％

経済的虐待 　22.4％

性的虐待　　1.3％

■高齢者虐待の内容（複数回答）

資料：（財）医療経済研究・社会保険福祉協会　医療経済研究機
構「家庭内における高齢者虐待に関する調査」（平成15年度）

介護・世話の
放棄・放任

第11号
平成19年9月20日発行

教
育
委
員
会
か
ら

心
の
伝
言
板　

敬
老
・
九
月

　

―
充
実
し
た
高
齢
期
を
―

聖
南
中
ア
ル
ミ
缶
回
収

教
育
委
員
会
だ
よ
り

　

筑
北
村
は
、村
全
体
の
リ
サ
イ
ク
ル

に
対
す
る
意
識
が
高
く
、新
聞
に
よ
る

と
市
町
村
に
お
け
る
リ
サ
イ
ク
ル
率

が
全
国
第
2
位
と
い
う
実
績
を
も
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。こ
の
よ
う

な
地
域
に
育
つ
子
ど
も
た
ち
も
ま
た
、

リ
サ
イ
ク
ル
に
対
す
る
高
い
意
識
を
も
っ

て
い
ま
す
。

　

聖
南
中
学
校
で
は
生
徒
会
活
動
の

一
環
と
し
て
、ア
ル
ミ
缶
回
収
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、全
校
生
徒
が
一
つ
の
こ

と
に
協
力
し
て
取
り
組
む
こ
と
で
、生

徒
会
へ
の
意
識
を
高
め
、
ま
た
、
ア
ル

ミ
缶
回
収
の
収
益
金
を
村
の
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や
ユ
ニ
セ
フ
協
会
へ

寄
付
す
る
と
い
っ
た
、福
祉
教
育
へ
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
6
月
に
行
わ
れ
た
ア
ル
ミ
缶

回
収
で
は
、今
ま
で
行
っ
て
い
た
村
内

放
送
だ
け
で
は
な
く
、回
覧
板
を
使
っ

て
呼
び
か
け
を
し
ま
し
た
。地
域
の
皆

様
が
そ
の
呼
び
か
け
に
応
え
て
く
だ

さ
り
、予
想
以
上
に
集
ま
り
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
ア
ル
ミ
缶
は
、生
徒
達
が

足
や
道
具
を
使
っ
て
一
つ
一
つ
潰
し

て
お
り
ま
し
た
が
、昨
年
か
ら
は
地
域

の
方
の
応
援
で
、工
事
用
の
ロ
ー
ラ
ー

に
よ
る
作
業
も
で
き
、作
業
が
飛
躍
的

に
は
か
ど
り
ま
し
た
。

　

潰
し
た
ア
ル
ミ
缶
は
松
本
の
ア
ル

ミ
缶
回
収
業
者
に
運
び
換
金
し
て
も

ら
い
、重
量
は
1
・
96
ト
ン
、換
金
額
は

14
万
円
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

　

ア
ル
ミ
缶
回
収
は
、生
徒
会
の
伝
統

あ
る
活
動
と
し
て
位
置
づ
い
て
お
り

ま
す
。今
年
度
の
生
徒
会
の
活
動
テ
ー

マ
は「
結（
む
す
ぶ
）」で
す
。生
徒
会
と

地
域
の
皆
様
と
を
「
結
ぶ
」
活
動
の
一

層
の
充
実
に
向
け
て
、今
後
も
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

国
勢
調
査
に
よ
る
と
65
歳
以
上
が

人
口
に
占
め
る
割
合
（
高
齢
化
率
）
は

Ｈ
17
年
度
で
20
％
を
超
え（
本
村
で
は

33
・
6
％
、
Ｈ
18
・
10
現
在
）
調
査
開
始

以
来
最
高
値
と
な
る
高
齢
社
会
を
迎
え
、

高
齢
者
の
生
き
方
が
一
層
注
目
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

筑
北
村
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か

　

昨
年
実
施
の
「
意
識
調
査
」
の
結
果

か
ら
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

高
齢
者
は
も
っ
と
若
者
の
考
え
を

大
事
に
し
、昔
か
ら
の
こ
と
を
あ
ま
り

主
張
し
な
い
で
ま
か
せ
て
い
く
こ
と

が
大
事
。（
24
・
3
％
）

　

高
齢
者
は
自
分
の
生
き
が
い
を
持
ち
、

無
理
の
無
い
地
区
の
仕
事
も
引
き
受

け
て
充
実
し
て
生
活
し
て
い
る
よ
う

に
思
え
る
。（
38
・
7
％
）

　

高
齢
者
の
人
生
経
験
や
技
術
を
生

か
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
り
地
域

の
人
に
教
え
た
り
、も
っ
と
活
動
し
て

欲
し
い
。（
37
％
）

　

こ
れ
ら
か
ら
、高
齢
者
の
皆
さ
ん
が

充
実
し
た
生
活
を
し
て
い
る
と
感
じ

て
い
る
人
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。子

や
孫
年
代
で
は
も
っ
と
活
躍
し
て
欲

し
い
と
す
る
期
待
が
高
い
よ
う
で
す
。

（
20
代
50
％
、50
代
44
％
）

　

こ
の
調
査
結
果
を
受
け
、各
地
区
公

民
館
で
は
高
齢
者
の「
生
き
が
い
づ
く

り
」や「
社
会
参
加
」に
向
け
た
学
習
の

充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
、高
齢
化
や
少
子
化
に
よ
る
介

護
力
不
足
か
ら
で
し
ょ
う
か
、全
国
的

に
家
族
（
子
ど
も
や
そ
の
配
属
者
）
が

虐
待
を
行
う
例
が
増
え
て
き
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

こ
の
よ

う
な
虐
待

に
対
処
す

る
た
め『
高

齢
者
虐
待

防
止
法
』

が
平
成
18

年
4
月
か

ら
施
行
さ

れ
て
い
ま
す
。

加
齢
に
伴
う
衰
え
を
正
し
く
理
解
し
、

高
齢
者
が
笑
顔
あ
ふ
れ
る
毎
日
を
す

ご
せ
る
よ
う
な
優
し
い
筑
北
村
を
実

現
し
ま
し
ょ
う
。高
齢
者
は
長
年
社
会

の
進
歩
に
貢
献
し
、豊
富
な
知
識
と
経

験
を
も
っ
て
い
ま
す
。高
齢
者
に
敬
意

を
払
い
、そ
の
教
え
を
尊
重
し
て
い
き

た
い
も
の
で
す
ね
。
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8
月
13
日（
月
）
毎
年
恒
例
と
な
っ

て
い
る
地
区
の
夏
祭
り
が
、
八
木
公

民
館
広
場
に
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
お
盆
に
は
里
帰
り
の
人
達
で
、

人
口
が
増
え
今
年
も
1
3
0
人
程
集

ま
り
ま
し
た
。
屋
台
で
は
、
無
料
の

ポ
テ
ト
フ
ラ
イ
に
ジ
ュ
ー
ス
や
お
茶
。

焼
き
そ
ば
・
ビ
ー
ル
は
有
料
で
販
売
。

子
供
に
人
気
の
花
火
、
ス
イ
カ
割
り

大
会
、
ボ
ー
リ
ン
グ
ゲ
ー
ム
。
極
め

つ
け
は
富
ク
ジ
。「
毎
年
夏
祭
り
を
楽

し
み
に
里
帰
り
」と
の
こ
と
で
し
た
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

お
楽
し
み
会

　

放
課
後
児
童
の
居
場
所
作
り
と
し

て
活
動
し
て
い
る「
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
」

の
保
護
者
会
主
催
の
お
楽
し
み
会
が

あ
り
ま
し
た
。松
本
か
ら
武
道
空
手
の

指
導
者
の
今

津
陽
一
さ
ん

を
講
師
に
迎

え
て
、
実
際

に
武
道
空
手

の
体
験
を
し

ま
し
た
。
素

手
で
ブ
ロ
ッ

ク
を
割
る
技

も
見
せ
て
も

ら
い
子
ど
も
た
ち
は
息
を
呑
ん
で
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。長
〜
い
サ
ラ
ダ
巻
き
や

か
ん
ぴ
ょ
う
巻
き
作
り
に
も
挑
戦
し
、

お
母
さ
ん
た

ち
の
作
っ
て

く
れ
た
豚
汁

と
一
緒
に
お

い
し
く
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ス
イ
カ
割
り

や
肝
試
し
な

ど
も
楽
し
み

ま
し
た
。

本
城
学
童
野
球
教
室

　

本
城
学
童
野
球
教
室
も
、
今
年
は

1
年
生
か
ら
募
集
を
か
け
た
と
こ
ろ
、

野
球
を
楽
し
ん
で
や
り
た
い
と
25
名

の
申
し
込
み
が
あ
り
、
5
月
か
ら
毎

週
水
曜
日
午
後
3
時
半
〜
6
時
ま
で

の
活
動
を
開
始
し
、
4
ヶ
月
が
過
ぎ

ま
し
た
。

　

今
年
は
1
・
2
年
生
6
名
の
多
数

の
申
し
込
み
が
あ
り
、
大
変
な
野
球

教
室
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
子
供

た
ち
に
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
、
仲
間
と

の
交
流
と
、
野
球
の
楽
し
み
を
教
え

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
3

〜
6
年
生
は
野
球
を
わ
か
っ
て
い
ま

す
が
、
1
・
2
年
生
は
わ
か
り
ま
せ

ん
の
で
、
現
在
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が

出
来
な
い
子
供
た
ち
に
シ
ー
ズ
ン
終

わ
り
に
は
、
塁
間
の
半
分
位
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
が
出
来
る
よ
う
に
指
導
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
野

球
を
通
じ
て
、
仲
間
と
の
交
流
と
、

あ
い
さ
つ
、
礼
儀
を
し
っ
か
り
と
教

え
て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
方

の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
特
に
指
導
を
し
て
く

れ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

指
導
者　

升
田
博
之

賑
や
か
な　

夏
祭
り

　
　
　

八
木
公
民
館
便
り

「むずかしいなー」
　「ボールがとれた！」

「ビールは冷たくて
　　　　　うまいぜ！」

「もう少し左・左！」

18

ほ

ん

じ

ょ

う

ほ

ん

じ

ょ

う

　

8
月
14
日
、恒
例
の
地
区
対
抗
野
球

大
会
が
本
城
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。地
区
の
住
民
や
お

盆
に
帰
省
す
る
親
戚
や
友
人
が
出
場

し
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

さ
て
、今
年
優
勝
を
勝
ち
取
っ
た
の
は

田
屋
の
皆
さ
ん
で
す
。

ふ
る
さ
と
野
球
大
会

乱
橋
球
技
大
会

　

7
月
22
日（
日
）
第
29
回
乱
橋
球
技

大
会
が
、宇
洞
坂
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
か
ら

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
替
わ
り
、

今
年
は
13
ホ
ー
ル
を
2
ラ
ウ
ン
ド
ま
わ
っ

て
、
6
常
会
が
優
勝
を
目
指
し
ま
し
た
。

各
常
会
か
ら
の
参
加
人
数
に
制
限
は

な
く
、順
位
は
各
常
会
ご
と
上
位
5
人

の
成
績
で
争
い
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
を
獲
得
し
た

選
手
も
大
勢
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
が
賞
品

と
大
き
な
拍
手
を
貰
っ
て
い
ま
し
た
。

　

誰
も
が
手
軽
に
参
加
で
き
る
と
あ
っ

て
、小
学
生
を
始
め
幅
広
い
年
代
層
の

皆
さ
ん
が
参
加
し
、和
気
あ
い
あ
い
と

プ
レ
イ
し
て
い
ま
し
た
。ま
た
家
族
で

の
参
加
も
あ
り
、勝
敗
を
忘
れ
て
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　

優
勝
に
輝
い
た
の
は
、
2
度
の
プ
レ

イ
オ
フ
を
制
し
た
本
町
常
会
で
し
た
。

準
優
勝
は
東
村
常
会
で
、
他
4
常
会

も
そ
れ
ぞ
れ
健
闘
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

窪
田
ま
ゆ
み

平
成
19
年
度

ふ
る
さ
と
野
球
大
会
結
果

優勝チーム“田屋”

プレイオフの末に
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澤

一

亀

こ
の
地
に
生
き
る

　
　
　
　

コ　

ラ　

ム

　

今
年
の
夏
は
厳
し
か
っ
た
で
す
ね
。

地
球
的
規
模
で
温
暖
化
が
進
ん
で
い

る
ん
だ
な
と
肌
で
感
じ
ま
せ
ん
で
し

た
か
？　

あ
の
焼
け
つ
く
よ
う
な
日

差
し
に
危
険
さ
え
感
じ
た
の
は
私
だ

け
で
し
ょ
う
か
。
小
2
の
息
子
は
よ

く
自
家
中
毒
を
起
こ
す
の
で
、
今
夏

は
そ
れ
が
一
番
気
が
か
り
で
し
た
。

「
の
ど
が
渇
い
た
」
と
言
っ
た
時
に
は

す
で
に
遅
く
、
水
分
補
給
を
し
て
も

そ
の
数
時
間
後
に
は
吐
き
始
め
、
全

部
出
し
て
し
ま
う
の
で
、
点
滴
を
し

て
回
復
す
る
し
か
な
い
の
で
す
が
、

病
院
で
5
・
6
時
間
を
過
ご
さ
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

で
も
今
夏
よ
う
や
く
気
付
き
ま
し
た
。

運
動
で
普
段
よ
り
多
く
汗
を
か
い
て

の
ど
が
渇
い
た
時
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ

飲
料
が
ベ
ス
ト
。
水
や
お
茶
で
は
塩

分
が
摂
取
で
き
ま
せ
ん
。
炭
酸
飲
料
は
、

糖
分
が
高
い
上
に
の
ど
の
渇
き
を
ご

ま
か
し
て
し
ま
う
の
で
×
。

　

い
く
ら
飲
ん
で
も
物
足
り
な
い
時
は
、

身
体
が
塩
分
を
欲
し
が
っ
て
い
る
可

能
性
が
大
で
す
。
ま
だ
厳
し
い
残
暑

が
あ
る
よ
う
で
す
。外
作
業
や
ス
ポ
ー

ツ
時
に
は
水
分
と
塩
分
摂
取
を
忘
れ

ず
に
。　
　
　
　
　
　
　

オ
バ
ち
ゃ
ん

　

昭
和
12
年　

旧
坂
北
村
、
別
所
大

側
に
生
を
受
け
た
。
子
供
達
の
保
育

園
へ
の
通
園
が
困
難
に
な
っ
た
33
年
、

昭
和
町
に
居
を
構
え
る
ま
で
そ
こ
で

暮
ら
し
た
。
山
奥
の
不
便
さ
は
在
っ

た
が
、
厳
し
く
も
深
い
両
親
の
愛
情

と
豊
か
な
自
然
の
恵
み
に
育
ま
れ
、

健
や
か
な
少
年
時
代
を
送
っ
た
。
山

の
山
菜
、
秋
の
茸
と
山
か
ら
の
贈
り

物
に
感
謝
し
な
が
ら
育
っ
た
幼
少
期

の
思
い
出
は
、
今
も
妻
と
の
二
人
の

生
活
の
中
に
息
づ
き
、
生
活
に
潤
い

を
与
え
て
く
れ
て
い
る
。
二
人
で
山

に
遊
ぶ
楽
し
み
は
格
別
で
あ
る
。

　

山
野
を
駆
け
巡
っ
た
少
年
期
と
遠

距
離
通
学
の
甲
斐
が
あ
っ
て
か
、
聖

南
中
学
時
代
（
第
2
期
生
）
に
は
、

長
距
離
の
選
手
と
し
て
、
郡
陸
上
大

会
に
出
場
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
か
ら
、

卒
業
後
、
当
時
の
青
年
会
か
ら
誘
わ

れ
五
ヶ
村
（
旧
坂
北
村
・
本
城
村
・

坂
井
村
・
日
向
村
・
麻
績
村
）
の
マ

ラ
ソ
ン
大
会
に
選
手
と
し
て
出
場
し
た
。

私
が
走
っ
た
の
は
、
滑
沢
か
ら
竹
場

の
「
本
屋
商
店
」
を
経
て
日
向
小
学

校
ま
で
の
坂
の
多
い
区
間
で
あ
っ
た
。

嬉
し
い
こ
と
に
、
区
間
優
勝
を
何
回

か
経
験
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
本
当
に

良
い
思
い
出
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

時
培
っ
た
友
人
と
の
関
係
は
今
で
も

続
い
て
い
て
、
私
の
宝
物
に
な
っ
て

い
る
。
苦
楽
を
共
に
し
た
友
と
い
う

も
の
は
良
い
も
の
で
あ
る
。

　

地
元
の
仲
間
に
も
恵
ま
れ
た
青
年

期
を
経
て
、
松
本
市
の
片
倉
機
器
工

業
株
式
会
社
に
就
職
し
た
。
幼
い
頃

は
家
業
を
継
ぐ
の
が
当
た
り
前
に
思
っ

て
い
た
が
、
勇
気
を
持
ち
外
に
飛
び

出
し
た
。
そ
し
て
、
仕
事
に
対
す
る

誇
り
と
自
分
に
し
か
出
来
な
い
技
術

を
身
に
付
け
る
た
め
、
人
よ
り
早
く

出
勤
し
、
か
つ
遅
く
ま
で
仕
事
に
取

り
組
ん
で
努
力
を
し
た
。
一
生
懸
命

身
に
付
け
た
技
術
を
後
輩
に
伝
え
る

こ
と
に
も
労
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。

仕
事
に
対
し
て
は
い
つ
も
真
剣
で
あ
っ

た
。
仕
事
を
終
え
て
か
ら
皆
で
飲
ん

だ
あ
の
楽
し
い
お
酒
の
味
は
、
忘
れ

ら
れ
な
い
物
の
一
つ
で
あ
る
。

　

定
年
後
は
「
や
す
ら
ぎ
ス
ポ
ー
ツ

広
場
」
で
管
理
人
と
し
て
働
い
て
10

年
に
な
る
。
村
の
先
輩
達
が
築
い
て

く
れ
た
立
派
な
施
設
を
守
る
こ
と
と
、

心
を
込
め
て
お
客
様
を
も
て
な
し
、

喜
ん
で
気
持
ち
良
く
帰
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
信
条
に
仕
事
に
励
ん
で
い
る
。

そ
の
お
陰
で
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い
こ

と
が
私
の
誇
り
だ
。
先
日
、
東
京
の

Ｈ
さ
ん
か
ら
お
礼
の
手
紙
を
頂
い
た
。

「
手
厚
い
歓
迎
を
し
て
い
た
だ
き
本

当
に
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
」
と
綴
ら

れ
て
い
た
。
こ
れ
か
ら
も
体
の
続
く

限
り
、
「
や
す
ら
ぎ
ス
ポ
ー
ツ
広
場
」

に
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
私
の
陰
に
な

り
日
向
に
な
り
支
え
て
く
れ
た
妻
に
は
、

口
に
は
出
さ
な
い
が
心
か
ら
感
謝
を

し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
妻
を
大

切
に
し
て
、
妻
や
子
供
達
が
楽
し
み

に
し
て
い
る
、
毎
年
恒
例
の
家
族
旅

行
を
続
け
な
が
ら
、

健
康
に
留
意
し

て
暮
ら
し
て
い

き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

20

さ

か

き

た

さ

か

き

た

公
民
館
テ
ニ
ス
教
室

　

6
月
5
日
〜
7
月
24
日
ま
で
の
毎

週
火
曜
日
の
夜
、公
民
館
主
催
の
硬
式

テ
ニ
ス
教
室
が
坂
北
や
す
ら
ぎ
ス
ポ
ー

ツ
広
場
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

講
師
に
松
本
市
の
上
田
信
好
先
生

を
お
迎
え
し
て
、村
内
か
ら
集
ま
っ
た

29
名
の
参
加
者
が
テ
ニ
ス
を
基
本
か

ら
練
習
し
ま
し
た
。最
初
は
素
振
り
か

ら
始
ま
っ
た
全
6
回
の
教
室
で
し
た
が
、

最
後
に
は
参
加
者
同
士
で
試
合
が
出

来
る
ま
で
に
上
達
し
、参
加
者
の
中
か

ら
は「
ま
た
教
室
に
参
加
し
た
い
」と
い
っ

た
声
や
「
良
い
体
力
作
り
に
な
っ
た
」

と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

8
月
15
日（
水
）、お
盆
恒
例
の
第
61

回
坂
北
地
域
分
館
対
抗
野
球
大
会
が

坂
北
や
す
ら
ぎ
ス
ポ
ー
ツ
広
場
野
球

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
別
所
分
館
・
向
原
分
館

が
棄
権
と
な
り
ま
し
た
が
、分
館
の
誇

り
を
か
け
た
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
と
同
じ
く
、昭
和
町
分
館
と
中

村
分
館
の
顔
合
わ
せ
と
な
っ
た
決
勝

戦
は
、昭
和
町
分
館
の
圧
勝
で
終
わ
り

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
昭
和
町
分
館
が

5
大
会
連
続
優
勝
と
い
う
栄
誉
に
輝

き
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

優　

勝　
　

昭
和
町
分
館

　

準
優
勝　
　

中
村
分
館

　

第
三
位　
　

竹
場
分
館

　
　

同　
　
　

刈
谷
沢
分
館

分
館
対
抗
野
球
大
会

聖
南
中
学
校

　

部
活
動
だ
よ
り

　

中
学
校
の
部
活
は
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
そ
れ
ぞ
れ
良

い
成
績
を
残
し
、野
球
は
中
信
地
区
優

勝
、
県
大
会
出

場
と
い
う
快
挙

を
成
し
遂
げ
、

3
年
生
ま
で
一

丸
と
な
っ
た
部

活
を
終
え
ま
し

た
。そ
ん
な
中
で
、

5
年
ぶ
り
に
県

大
会
出
場
が
決

ま
っ
た
吹
奏
楽
部
に
大
会
前
日
の
練

習
風
景
を
見
せ
て
頂
き
、
3
年
生
に
感

想
を
聞
き
ま
し
た
。

「
中
信
大
会
の
日
は
ど
ん
な
気
持
ち

で
し
た
か
？
」

　

ム
チ
ャ
ク
チ
ャ
緊
張
し
た
。県
大
会

に
行
け
る
と
思
わ
な
か
っ
た
。

「
出
場
が
決
ま
っ
た
時
は
…
？
」

　

や
っ
た
ー
。信
じ
ら
れ
な
い
。

「
練
習
で
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
…
？
」

　

緊
張
感
を
高
め
る
工
夫
・
平
常
心
。

「
今
の
気
持
ち
は
…
？
」

　

中
信
大
会
の
時
よ
り
も
緊
張
し
て

い
な
い
。

「
最
後
に
部
長
さ
ん
、明
日
に
向
け
て

一
言
お
願
い
し
ま
す
。」

　

3
年
間
、県
大
会
に
行
く
こ
と
を
目

標
に
や
っ
て
き
た
の
で
本
当
に
嬉
し
い
。

明
日
は
頑
張
り
ま
す
。

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

　

2
時
間
近
く
の
総
仕
上
げ
の
練
習

に
は
、
先
生
の
「
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
！
目

を
開
け
て
！
」
な
ど
の
、
叱
咤
激
励
が

飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。

　

顧
問
の
先
生
の
テ
キ
パ
キ
と
し
た

指
示
に
、即
対
応
す
る
生
徒
達
を
見
て

い
て
、シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
の
も
た
め

ら
い
、い
つ
か
練
習
の
仲
間
に
入
っ
て

い
る
よ
う
な
錯
覚
に
捉
わ
れ
ま
し
た
。

　

県
大
会
で
は
、惜
し
く
も
銅
賞
で
し

た
が
、
3
年
生
に
と
っ
て
最
高
の
思
い

出
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
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編
集
後
記

　

館
報
第
11
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

連
日
の
猛
暑
の
中
、
皆
様
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
号
が

届
く
頃
に
は
、
朝
夕
め
っ
き
り
涼
し

く
な
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

先
日
、
ダ
ム
の
先
の
沼
地
の
「
古

代
ハ
ス
」
を
見
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

濃
い
ピ
ン
ク
の
蕾
、
大
き
く
開
い
た
花
、

何
千
年
も
前
の
種
が
生
き
て
い
て
、

縁
あ
っ
て
こ
の
筑
北
の
地
に
も
花
を

咲
か
せ
て
い
る
と
思
う
と
、
言
う
に

言
わ
れ
ぬ
感
動
の
中
で
見
て
き
ま
し
た
。

ま
だ
回
り
の
沼
地
は
広
く
、
少
し
ず

つ
広
げ
て
い
く
と
、
ダ
ム
に
続
く
名

所
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
白
馬
の
岩
岳
ス
キ
ー
場
の

一
面
の
ゆ
り
を
見
に
行
き
ま
し
た
。

ス
キ
ー
産
業
も
不
況
で
、
夏
場
の
対

策
に
懸
命
の
よ
う
で
す
。
大
勢
の
人

が
来
て
い
ま
し
た
。

　

山
中
湖
ま
で
、
富
士
山
を
見
に
行

き
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
富
士
山
に

あ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
も
、

最
近
は
観
光
客
が
盛
況
だ
っ
た
こ
ろ

の
半
分
に
も
満
た
な
い
と
い
う
話
を
伺
っ

て
き
ま
し
た
。

　

観
光
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え

さ
せ
ら
れ
た
夏
で
し
た
。　
　

 

Ｓ
・
Ｈ

う
る
お
い
学
級
開
催
中

　

坂
井
公
民
館
で
は
、
毎
年
開
催
し

て
き
た
坂
井
地
域
の
高
齢
者
の
方
を

対
象
と
し
た
「
う
る
お
い
学
級
」
を

今
年
も
全
7
回
の
予
定
で
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
「
う
る
お
い
学
級
」
は
、
高

齢
者
の
方
が
健
康
で
生
き
が
い
の
あ

る
生
活
を
送
る
た
め
の
糧
と
し
て
も

ら
お
う
と
企
画
し
行
っ
て
い
ま
す
。

　

6
月
29
日
（
金
）
に
開
催
さ
れ
た
第

1
回
目
は
、
開
講
式
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
と
あ
わ
せ
て
、「
高
齢
者
の
健

康
づ
く
り
」
と
題
し
て
、
役
場
保
健

福
祉
課
の
若
林
光
栄
保
健
師
よ
り
脳

や
血
圧
の
健
康
に
つ
い
て
の
講
義
を

聞
い
た
後
、
堀
田
社
会
教
育
指
導
員

よ
り
健
康
づ
く
り
に
役
立
つ
軽
運
動

や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
指
導
を
受
け
ま

し
た
。
こ
の
日
は
17
名
の
方
が
参
加

さ
れ
、
身
近
な
話
題
で
あ
る
健
康
に

つ
い
て
熱
心
に
話
を
聞
き
、
学
ん
で

い
ま
し
た
。

　

7
月
12
日
（
木
）
に
行
わ
れ
た
第
2

回
の
講
座
で
は
、「
学
校
教
育
か
ら
学

ぶ
」
と
題
し
、
事
前
に
申
し
込
み
を

い
た
だ
い
た
19
名
の
皆
さ
ん
で
坂
井

小
学
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

小
学
校
で
は
、
ま
ず
上
條
校
長
先

生
よ
り
学
校
の
取
り
組
み
や
目
標
に

つ
い
て
の
お
話
を
聞
い
た
後
、
子
ど

も
た
ち
の
授
業
風
景
を
見
学
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
孫

の
姿
を
見
つ
け
た
方
も
い
る
よ
う
で
、

そ
れ
に
気
づ
い
た
子
ど
も
の
照
れ
く

さ
そ
う
な
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

ま
た
、
お
昼
は
学
校
給
食
を
6
年

生
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
食
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
参
加
者
の
皆
さ
ん

は
子
ど
も
た
ち
と
会
話
し
な
が
ら
普

段
は
食
べ
る
機
会
の
無
い
給
食
の
味

を
堪
能
し
た
よ
う
で
し
た
。

　

午
後
に
は
そ
の
6
年
生
の
授
業
に

参
加
し
、
子
ど
も
た
ち
が
現
在
調
べ

て
い
る
坂
井
地
域
の
昔
話
や
昔
の
言

い
伝
え
に
つ
い
て
と
も
に
学
習
を
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
が
自
分
の
知
っ

て
い
る
昔
話
や
言
い
伝
え
を
教
え
て

あ
げ
る
と
子
ど
も
た
ち
も
真
剣
に
聞

き
入
っ
た
り
、
ノ
ー
ト
に
メ
モ
を
と

る
様
子
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
生
き
た
話
が
聞
け
る
、

よ
い
学
習
の
場
に
な
っ
た
ば
か
り
で

な
く
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

も
地
域
の
子
ど
も
と
交
流
を
深
め
る

よ
い
機
会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

坂
井
公
民
館
で
は
12
月
ま
で
月
に

1
回
の
ペ
ー
ス
で
「
う
る
お
い
学
級
」

を
開
講
す
る
予
定
で
す
。
そ
の
都
度

防
災
無
線
等
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す

の
で
是
非
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご

参
加
下
さ
い
。
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さ

か

い

さ

か

い

成
人
お
め
で
と
う
！

　

8
月
15
日
（
水
）
、
坂
井
地
域
の
新

成
人
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た
成
人

式
が
坂
井
公
民
館
で
盛
大
に
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
13
人
の
新
成
人
が
集
ま
り
、

式
典
で
は
関
森
村
長
な
ど
各
来
賓
か

ら
新
成
人
へ
お
祝
い
と
激
励
の
言
葉

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
新
成
人
の
皆
さ

ん
か
ら
は
代
表
し
て
今
村
菜
津
子
さ

ん
が
「
大
人
と
し
て
こ
れ
か
ら
は
で

き
る
こ
と
が
増
え
る
一
方
、
行
動
一

つ
一
つ
に
責
任
を
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。
苦
し
く
悩
ん
だ
時
は
『
ふ

る
さ
と
』
を
心
の
支
え
に
し
て
、
大

人
と
し
て
の
責
任
を
全
う
し
て
い
き

た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
そ

の
後
の
祝
賀
会
で
は
旧
友
同
士
、
ま

た
は
恩
師
と
近
況
報
告
を
し
な
が
ら

再
会
の
喜
び
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
8
月
15
日（
水
）、

今
年
で
7
年
目
を
迎
え
る
恒
例
の
坂

井
地
域
の
盆
野
球
大
会
が
坂
井
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
老
い

も
若
き
も
帰
省
者
も
参
加
Ｏ
Ｋ
の
こ

の
大
会
、
前
半
は
学
童
野
球
教
室
の

子
ど
も
た
ち
の
紅
白
戦
、
後
半
は
安

坂
対
永
井
に
分
か
れ
て
の
成
人
の
試

合
を
行
い
、
珍
プ
レ
ー
好
プ
レ
ー
の

連
続
に
集
ま
っ
た
人
た
ち
か
ら
歓
声

や
笑
い
声
が
絶
え
間
な
く
こ
だ
ま
し

て
い
ま
し
た
。

熱
闘
！
坂
井
盆
野
球
大
会

キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ラ
バ
ン
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

7
月
28
日
（
土
）
、
信
州
縦
断
キ
ッ

ズ
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
坂
井
小

学
校
体
育
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ

ラ
バ
ン
は
小
学
校
低
学
年
の
子
ど
も

た
ち
を
対
象
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力

を
体
感
し
て
も
ら
う
た
め
に
簡
単
で

楽
し
い
運
動
を
紹
介
す
る
教
室
で
、

県
教
育
委
員
会
が
県
内
30
箇
所
で
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

坂
井
小
学
校
体
育
館
を
会
場
に
開

催
さ
れ
た
今
回
は
40
人
の
子
ど
も
と

26
人
の
保
護
者
が
参
加
し
、「
く
ま
さ

ん
歩
き
」「
ク
モ
の
巣
飛
び
」「
か
え
る

と
び
」「
跳
び
箱
遊
び
」「
鉄
棒
遊
び
」

な
ど
の
運
動
遊
び
や「
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
」

を
行
い
楽
し
く
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
　い

ず
れ
の
種
目
も
簡
単
な
運
動
な
が

ら
非
常
に
奥
が
深
く
、
子
ど
も
た
ち

は
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
も
元
気
な
声

を
響
か
せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
保

護
者
も
一
緒
に
な
っ
て
参
加
し
た
「
タ

グ
ラ
グ
ビ
ー
」
な
ど
の
運
動
で
は
子

ど
も
た
ち
よ
り
先
に
保
護
者
の
方
が

先
に
バ
テ
て
座
り
込
ん
で
い
る
姿
も

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
教
室
で
き
っ
と
子
ど
も
た

ち
は
運
動
の
楽
し
さ
を
再
認
識
し
て

く
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
実
は
大
人

た
ち
の
運
動
不
足
の
ほ
う
が
深
刻
？

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。


